
広 報
発行／栃木市

　〒328-8686 栃木県栃木市万町9-25
編集／総合政策部シティプロモーション課

　☎0282-21-2316
http://www.city.tochigi.lg.jp

20165
NO.73

市　章
栃木市の「と」の文字をモ
チーフとして、緑色の4本
のラインは自然、歴史、地
域、人を表し、青色はそれ
ぞれの流れが一つとなった
大河の流れを、その先にあ
るオレンジ色の円は輝かし
い未来と人々の情熱を表し
ています。

目 次
栃木市の人口

人口／ 163,286人(ー113)
男／  81,012人   (ー67)
女／  82,274人   (ー46)

世帯数／   63,168世帯　 (8)
※住民基本台帳より
　２月末現在（ ）内は前月比

新
た
な
定
住
戦
略

「
小
江
戸
」と
呼
ば
れ
る
蔵
の
街

並
み
に
代
表
さ
れ
る
豊
か
な
文
化

や
、渡
良
瀬
遊
水
地
に
代
表
さ
れ
る

数
々
の
美
し
い
自
然
を
擁
す
る
栃

木
市
。市
で
は
、そ
ん
な
栃
木
市
内

で
も
っ
と
も
っ
と
多
く
の
皆
さ
ん

と
共
に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、移

住
・
定
住
に
関
す
る
支
援
事
業
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。昨

年
度
は
、住
宅
課
を
新
た
に
設
置
し

て
住
宅
に
関
す
る
総
合
窓
口
を
設

け
る
と
共
に
、ま
ち
な
か
定
住
促
進

の
た
め
の
新
築
・
購
入
補
助
や
、空

き
家
の
有
効
活
用
と
い
っ
た
各
種

施
策
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
の
春
か
ら
は
新
た
な
定
住
戦

略
と
し
て
、蔵
の
街
の
中
心
部
の
一

軒
家
で
宿
泊
体
験
の
で
き
る「
移
住

お
試
し
の
家
」の
オ
ー
プ
ン
を
は
じ

め
、市
外
か
ら
市
内
の
市
街
化
区
域

へ
移
住
す
る
I
J
U
タ
ー
ン
を
さ

れ
る
方
へ
の
住
宅
取
得
費
を
補
助

す
る「
I
J
U（
移
住
）補
助
金
」や
、

市
内
で
住
宅
を
取
得
し
て
転
居
を

さ
れ
る
方
を
対
象
と
し
た「
市
内
住

み
替
え
補
助
金
」な
ど
、多
彩
な
プ

ラ
ン
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。ま

た
、こ
れ
ま
で
宅
建
協
会
に
協
力
い

た
だ
き
、空
き
家
を
所
有
し
て
い
る

方
と
使
い
た
い
方
を
仲
介
し
て
き

た「
あ
っ
た
か
住
ま
い
る
バ
ン
ク

（
空
き
家
バ
ン
ク
）」で
は
、新
た
に

空
き
地
の
仲
介
を
始
め
る
な
ど
、ま

ち
な
か
の
土
地
や
空
き
家
の
有
効

活
用
に
も
さ
ら
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

市
へ
の
移
住
に
興
味
の
あ
る
方

な
ど
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、ぜ

ひ
気
軽
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。　

〈
2
頁
に
つ
づ
く
〉

移
住
・
定
住
情
報
誌

栃
木
市
へ
の
移
住
・
定
住
に
興

味
の
あ
る
方
に
、市
内
で
の
生
活

や
、移
住
定
住
に
関
す
る
補
助
メ

ニ
ュ
ー
を
紹
介
す
る
情
報
誌「
と
ち

ぎ
で
暮
ら
そ
」を
作
成
し
ま
し
た
。

栃木市マスコット
キャラクター とち介

12
13
14
15
16

特集① 1とちぎで暮らそ

4
7
9

10
11

インフォメーション
（今月の注目情報）
（各課からのお知らせ）
（募集）
（催し・講座・スポーツ）
みんなの伝言板

文化芸術のお知らせ
子育て広場
健康情報コーナー
わが家の天使／お知らせ
まちかどニュース

特集② 平成28年度“あったか栃木”の教育方針 3

とちぎで暮らそ
栃木市 移住・定住支援情報

栃木の春の風物詩に、多くの写真愛好家の皆さんがファインダーを向けました
（渡良瀬遊水地のヨシ焼き　3月26日撮影）

特集1 とちぎで暮らそ  栃木市 移住・定住支援情報

広報とちぎ　５月号 ２０１６（平成２８）年４月２５日　発行1
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ま
ち
な
か
定
住
促
進
住
宅

新
築
等
補
助
金

　
市
街
化
区
域
に
住
宅
を
建
て
た

人
・
買
っ
た
人
に
『
I
J
U
（
移
住
）

補
助
金
』
と
『
市
内
住
み
替
え
補

助
金
』
を
用
意
し
ま
し
た
。

I
J
U（
移
住
）補
助
金

 

（
転
入
者
向
け
）

【
対
象
者
】

・ 

5
年
以
上
定
住
す
る
こ
と
を
誓
約

し
た
人

・ 

市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

・ 

U
タ
ー
ン
・
I

タ
ー
ン
・
J

タ
ー

ン
で
移
住
し
た
人

・ 

自
治
会
へ
加
入
し
た
人

・ 

移
住
者
と
し
て
市
の
ア
ン
ケ
ー

ト
、
広
報
等
に
協
力
で
き
る
人

【
対
象
住
宅
】

・ 

市
街
化
区
域
（
西
方
地
域
は
用
途

地
域
）
に
あ
る
こ
と

・ 

自
己
ま
た
は
親
族
が
所
有
す
る
住

宅
を
同
一
敷
地
内
で
建
替
え
す
る

住
宅
で
な
い
こ
と

・ 

平
成
28
年
4
月
か
ら
平
成
30
年
3

月
末
ま
で
の
契
約
で
取
得
し
た
も
の

【
補
助
金
額
】

・ 

新
築
住
宅

　
30
万
円

 

中
古
住
宅

　
20
万
円

・ 

若
年
世
帯
加
算

　
所
有
者
ま
た
は

配
偶
者
が
40
歳
未
満
の
場
合
10
万

円
、
40
歳
以
上
50
歳
未
満
の
場
合

5
万
円

・ 

子
ど
も
加
算

　
18
歳
未
満
の
子
ど

も
1
人
に
つ
き
10
万
円

・ 
勤
労
者
加
算

　
所
有
者
本
人
が
市
内
勤
労
：

10
万
円
、
市
外
勤
労
：
5
万
円

市
内
住
み
替
え
補
助
金

 

（
市
内
転
居
者
向
け
）

【
対
象
者
】

・ 

5
年
以
上
定
住
す
る
こ
と
を
誓
約

し
た
人

・ 

市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

【
対
象
住
宅
】

・ 

市
街
化
区
域
（
西
方
地
域
は
用
途

地
域
）
に
あ
る
住
宅

・ 

自
己
ま
た
は
親
族
が
所
有
す
る
住

け
ど
、い
き
な
り
移
住
と
な
る
と
不
安
」

「
栃
木
市
の
風
土
や
習
慣
を
実
際
に
感

じ
て
み
た
い
」
と
お
考
え
の
方
に
栃
木

市
の
生
活
を
実
際
に
肌
で
感
じ
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
移
住
の
足
が
か
り
に
な
る

こ
と
間
違
い
な
し
で
す
!

☆
愛
称
を
募
集
中

　
こ
の
移
住
体
験
施
設
の
愛
称
を
広
く

募
集
し
て
い
ま
す
。
名
付
け
親
に
な
っ

た
方
に
は
記
念
品
を
お
贈
り
し
ま
す
の

で
、
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

◆
募
集
期
間
　

5
月
31
日
ま
で

◆
応
募
方
法
　
所
定
の
用
紙
（
本 

住

宅
課
に
あ
り
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
ま
た
は
メ
ー
ル
本

文
に
、
応
募
す
る
愛
称
と
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
5

月
31
日
ま
で
に
問
合
先
窓
口
に
直
接
、

F
A
X
、メ
ー
ル
に
て
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

本 

住
　

宅
　

課 

☎
（21）

2
4
5
1

FAX 

（21）
2
6
7
6

 jyutaku@
city.tochigi.lg.jp

　
栃
木
高
校
南
の
県
庁
堀
沿
い
に
あ
る

空
き
家
を
活
用
し
、
移
住
希
望
者
向
け

の
宿
泊
体
験
施
設「
移
住
お
試
し
の
家
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
利
用
は
市
外

の
方
を
優
先
と
し
、
1
泊
2
，
0
0
0

円
・
1
月
3
万
円
で
利
用
で
き
ま
す
の

で
、
栃
木
市
へ
移
住
を
考
え
て
い
る
方

に
、
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　「
栃
木
市
で
の
生
活
に
興
味
が
あ
る

宅
を
同
一
敷
地
内
で
建
替
え
す
る

住
宅
で
な
い
こ
と

・ 

平
成
27
年
4
月
か
ら
平
成
30
年
3

月
末
ま
で
の
契
約
で
取
得
し
た
も
の

【
補
助
金
額
】

・ 

新
築
住
宅

　
15
万
円

 

中
古
住
宅

　
7
万
5
，
0
0
0
円

・ 

若
年
世
帯
加
算

　
所
有
者
ま
た

は
配
偶
者
が
50
歳
未
満
の
場
合

　

5
万
円

・ 

子
ど
も
加
算

　
18
歳
未
満
の
子
ど

も
1
人
に
つ
き
2
万
円

多
世
代
家
族
住
宅
新
築
等
補
助
金

（
3
世
帯
同
居
住
宅
を
検
討
の
方
向
け
）

　
市
街
化
調
整
区
域
に
3
世
代
以

上
が
同
居
・
近
居
す
る
住
宅
に
対

す
る
補
助
制
度
で
す
。

【
対
象
者
】

・ 

5
年
以
上
定
住
す
る
こ
と
を
誓
約

し
た
人

・ 

市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

【
対
象
住
宅
】

・ 

市
街
化
調
整
区
域
（
西
方
地
域
は

用
途
地
域
以
外
）
に
所
在
す
る
住

宅
で
、
3
世
代
以
上
が
同
居
ま
た

は
近
居
す
る
も
の
（
新
築
・
購
入
・

増
改
築
）

・ 

平
成
28
年
4
月
か
ら
平
成
30
年
3

月
末
ま
で
の
契
約
で
取
得
し
た
も
の

【
補
助
金
額
】
20
万
円

ま
ち
な
か
宅
地
開
発
補
助
金

（
事
業
者
向
け
）

　
市
街
化
区
域
（
用
地
区
域
）
に

お
い
て
、
4
月
1
日
〜
平
成
31
年

3
月
31
日
の
期
間
に
開
発
行
為
を

行
う
事
業
者
に
対
し
て
、
最
大

2
0
0
万
円
ま
で
交
付
し
ま
す
。

詳
細
は
問
合
先
へ

○
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
あ
っ
た
か
住
ま
い
る
バ
ン
ク

　
空
き
家
の
所
有
者
と
空
き
家
を

使
い
た
い
方
を
仲
介
し
ま
す
。
こ
の

春
か
ら
は
空
き
地
の
仲
介
も
は
じ

め
ま
し
た
。
詳
細
や
物
件
の
情
報

は
、
URLhttp://w

w
w
.akiya-navi.

co
m
/city_

to
ch
ig
i_
akiya_

bank/
へ

とちぎで暮らそ特集1

栃木市に住むとこんなにお得!  家を建てた方への住宅補助制度
※制度の詳細や申請方法・必要書類などは本住宅課（☎（21）2451）まで問い合わせください。

「
移
住
お
試
し
の
家
」

オ
ー
プ
ン
!

「移住お試しの家」の外観。木造平屋建てで、四部屋の和
室を備えた、落ち着いた佇まいの民家です。

住宅課　定住促進係
主事　荻原　豊文

栃木市で
の暮らし

を

応援します

　まち・ひと・自然、魅力いっぱいの栃木市で暮
らしてみませんか？
　住宅課では、栃木市で暮らしてみたい方、暮ら
し始める方を応援しています。
　住まいのことでわ
からないことがあり
ましたら、ぜひ、住
宅課までおたずねく
ださい。
　皆さんのご相談を
お待ちしています。

2２０１６（平成２８）年４月２５日　発行 特集 1　とちぎで暮らそ広報とちぎ　５月号



教
育
は
不
易
流
行
の
営
み

　
平
成
28
年
度
は
、〝
本
市
な
ら

で
は
〞
の
新
し
い
施
策
を
推
し

進
め
、『
ふ
る
さ
と
の
風
土
で
育

む
』
教
育
に
新
た
な
〝
一
歩
〞

を
記
し
て
い
く
事
に
な
り
ま
す
。

　
確
か
な
学
力
の
育
成
に
し
て

も
、
小
中
一
貫
教
育
に
し
て
も
、

或
い
は
、
地
域
に
開
か
れ
た
学

校
づ
く
り
に
し
て
も
、
教
育
は

勿
論
『
不
易
流
行
』
の
営
み
で
す
。

〝
不
易
〞
な
も
の
を
如
何
に
そ
の

時
代
に
相
応
し
い
〝
形
〞
に
し

て
い
く
か
。
ま
た
、
変
わ
る
も

の
の
中
に
〝
不
易
〞
な
も
の

=

動
か
な
い
も
の
砕
け
な
い
も
の

=

を
見
失
わ
ず
に
如
何
に
活
か

し
て
い
く
か
。
常
に
そ
の
こ
と

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
を
よ
く
心
し
て
、

手
応
え
を
き
ち
ん
と
確
か
め
な

が
ら
、
着
実
に
取
り
組
み
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

化
を
図
る
た
め
、総
合
型
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
や
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
む
団
体
の
育

成
・
支
援
を
し
ま
す
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

◯  

ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
推
進

　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成
34

年
に
開
催
さ
れ
る
第
77
回
国
民

体
育
大
会
に
向
け
て
準
備
を
進

め
ま
す
。

Ⅳ
　
文
化
の
振
興

文
化
芸
術
活
動
の
推
進

◯  

文
化
振
興
計
画
に
基
づ
く
施

策
の
推
進

◯  

文
化
芸
術
に
親
し
む
機
会
の

充
実

　
美
術
館
機
能
を
主
と
し
た（
仮

称
）
文
化
芸
術
館
並
び
に
市
の

歴
史
・
文
学
者
な
ど
の
紹
介
を

主
と
し
た
（
仮
称
）
文
学
館
を

整
備
し
ま
す
。

歴
史
文
化
の
保
護
と
活
用

◯  

文
化
財
等
の
保
存
と
活
用

　
各
地
域
に
残
る
貴
重
な
資
料

等
の
調
査
、
文
化
財
等
の
指
定

を
行
い
、
文
化
財
の
保
護
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
保
存
事
業
に
よ

り
、
歴
史
的
な
町
並
み
景
観
の

形
成
を
図
り
ま
す
。

◯  

郷
土
芸
能
等
の
継
承
支
援

主
な
施
策

Ⅰ
　
学
校
教
育
の
充
実

確
か
な
学
力
の
育
成

◯  

学
習
指
導
の
充
実

　
基
礎
学
力
の
定
着
を
図
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
学
ぶ

意
欲
を
高
め
る
た
め
、
放
課
後

教
室
を
市
内
全
小
学
校
で
実
施

し
ま
す
。

◯  

ふ
る
さ
と
学
習
の
推
進

　
ふ
る
さ
と
の
自
然
を
大
切
に

し
、
環
境
保
全
に
取
り
組
む
態

度
や
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る

た
め
、『
渡
良
瀬
遊
水
地
わ
く
わ

く
探
検
ブ
ッ
ク
』
を
市
内
の
4

〜
6
年
生
に
配
付
し
、
そ
の
活

用
を
推
進
し
ま
す
。

魅
力
あ
る
教
育
環
境
の
充
実

◯  
学
校
安
全
の
充
実

　
地
震
や
異
常
気
象
等
に
対
し

て
、
適
切
か
つ
主
体
的
に
対
応

で
き
る
能
力
態
度
を
育
て
る
た

め
、
地
域
の
実
状
に
応
じ
た
防

災
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

Ⅱ
　

生
涯
学
習
の
充
実

生
涯
学
習
環
境
の
充
実

◯  

生
涯
学
習
振
興
計
画
に
基
づ

く
施
策
の
推
進

◯  

生
涯
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築

　
と
ち
ぎ
未
来
ア
シ
ス
ト
ネ
ッ

ト
事
業
を
推
進
し
、
人
・
団
体
・

施
設
等
が
連
携
し
た
生
涯
学
習

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
充
実
さ
せ
ま

す
。

生
涯
学
習
機
会
の
充
実

◯  

市
民
の
学
習
機
会
の
充
実

　
個
人
の
ニ
ー
ズ
や
社
会
の
要

請
に
対
応
し
た
学
習
機
会
を
提

家
庭
・
地
域
と
の
連
携

　
平
成
28
年
度
は
、
と
ち
ぎ
未

来
ア
シ
ス
ト
ネ
ッ
ト
を
核
と
し

た
家
庭
・
地
域
と
の
連
携
に
よ

る
教
育
を
基
盤
と
し
な
が
ら
、

地
域
と
と
も
に
創
る
学
校
を
目

指
し
た
「
学
校
運
営
協
議
会
制

度
」
を
導
入
し
、
義
務
教
育
9

年
間
を
見
通
し
た
本
市
な
ら
で

は
の
小
中
一
貫
の
教
育
を
推
進

し
ま
す
。
さ
ら
に
子
ど
も
た
ち

の
た
め
の
よ
り
よ
い
教
育
環
境

の
整
備
と
教
育
の
質
の
充
実
を

目
指
し
た
「
栃
木
市
立
小
中
学

校
適
正
配
置
基
本
方
針
」
に
基

づ
き
、
各
地
域
の
実
態
に
即
し

た
学
校
の
適
正
配
置
を
具
体
的

に
進
め
ま
す
。

　
併
せ
て
、「
栃
木
市
い
じ
め

防
止
対
策
推
進
条
例
」
の
も
と
、

子
ど
も
た
ち
が
主
体
と
な
っ
て
、

い
じ
め
が
起
き
な
い
学
校
を
つ

く
る
た
め
、
市
内
全
小
中
学
校

が
参
加
す
る「〝
あ
っ
た
か
栃
木
〞

い
じ
め
防
止
子
ど
も
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
開
催
し
、
い
じ
め
の
未

然
防
止
の
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

市
民
が
参
画
す
る
ま
ち
づ
く
り

　「
栃
木
市
生
涯
学
習
振
興
計

画
」「
栃
木
市
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」「
栃
木
市
文
化
振

興
計
画
」
に
基
づ
き
、
利
便
性

の
向
上
を
目
指
し
た
図
書
館
の

一
括
管
理
、
地
域
一
体
と
な
っ

た
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

推
進
と
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
、

市
内
に
眠
る
文
化
資
源
の
掘
り

起
こ
し
に
よ
る
文
化
振
興
の
更

な
る
推
進
、
歴
史
的
町
並
み
の

保
存
と
整
備
等
、
市
民
が
主
体

的
に
参
画
す
る
〝
人
づ
く
り
・

ま
ち
づ
く
り
〞
を
推
進
し
ま
す
。

供
す
る
た
め
、
栃
木
市
民
大
学

を
は
じ
め
と
す
る
各
種
講
座
等

を
実
施
し
ま
す
。

◯  

読
書
環
境
の
充
実

　
本
年
3
月
に
策
定
し
た
「
子

ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
」

に
基
づ
き
、
図
書
館
を
核
と
し

て
子
ど
も
の
読
書
活
動
を
推
進

し
ま
す
。

Ⅲ
　

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実

◯  

ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
基
づ
く
施
策
の
推
進

◯  
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
育
成
・
支

援
　
地
域
に
根
ざ
し
た
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
促
進
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

〜
ふ
る
さ
と
の
風
土
で
育
む

　
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
〜

を
目
指
し
て

　
と
ち
ぎ
未
来
ア
シ
ス
ト
ネ
ッ
ト

で
行
っ
て
い
る
「
学
校
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」。
昨
年
の
受
け
入
れ
回

数
は
8
，
5
2
6
回
、
受
け
入
れ

延
べ
人
数
42
万
3
，
2
2
9
人
を

数
え
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
た
く

さ
ん
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
中
で
、

量
だ
け
で
な
く
質
の
点
で
も
〝
学
校

と
地
域
を
繋
ぐ
〞
と
い
う
意
義
を

大
切
に
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
が
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
に
助
け
て
い
た
だ
く

だ
け
で
な
く
、
児
童
・
生
徒
が
地

域
に
出
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

す
る
と
い
っ
た
、
双
方
向
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
確
実
に
増
え

て
い
ま
す
。

　
事
業
開
始
か
ら
5
年
目
を
迎
え

た
本
年
度
も
、
学
校
・
地
域
・
公
民

館
の
連
携
を
深
め
、
学
校
と
地
域

が
双
方
向
で
支
援
し
合
え
る
人
づ

く
り
・
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
重
点
方
針
】

1  「
と
ち
ぎ
未
来
ア
シ
ス
ト
ネ
ッ

ト
」
の
一
層
の
啓
発
に
努
め
る
。

2  

公
民
館
の
社
会
教
育
機
能
の
活

性
化
を
進
め
る
。

3  

学
校
と
地
域
が
双
方
向
で
支
援

し
合
う
こ
と
を
進
め
る
。

4  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
士
の
交
流
を

深
め
る
。

5  

家
庭
に
お
け
る
教
育
を
学
校
や

地
域
で
支
援
で
き
る
場
を
充
実

さ
せ
る
。

◆
問
合
先

本 

生
涯
学
習
課 

☎
（21）

2
4
8
8

と
ち
ぎ
未
来

ア
シ
ス
ト
ネ
ッ
ト

※
教
育
方
針
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
ご
意
見
・
ご
感
想
は

左
記
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

本 

教
育
総
務
課 

☎
（21）

２
４
６
１
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ボランティアとして観光案内をする中学生（あじさいまつり）

イベントの主催者の一員として活動するとちぎ高校生蔵部

http://bit.ly/kyouikuseisaku

赤
堀
教
育
長
よ
り
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平成28年度の予算

　市民の皆さん、こんにちは。

　新年度が始まってから間もなく1か月。
市内は新緑が鮮やかさを増し、早くも初夏
の装いを見せてまいりました。皆さん、い
かがお過ごしでしょうか。
　さて、今回は、平成28年度予算について
お知らせします。

【新たなステージへのステップアップ】
　平成22年度に「新生栃木市」が誕生して
から今年で７年目となりました。本年度は、
これまでの取組みとその実績を踏まえ、次
のステージとなる本市の地方創生を実現し
ていくための「ステップ・アップ」を図る
年となります。
　そのため今回は、本市の喫緊の課題であ
る、少子高齢化の進展とそれに伴う人口減
少に対応するため、『栃木市まち・ひと・
しごと創生総合戦略』に定めた／①雇用を
生み出し、安心して働けるようにすること
／②本市への新しい人の流れをつくること
／③若い世代の結婚・出産・子育ての希望
をかなえること／④時代に合った地域をつ
くり安心な暮らしを守るとともに一体感を
醸成すること／という4つの目標の実現に
重点を置いた予算編成を行いました。
　予算の概要は次のとおりとなります。

＜一般会計予算額＞
　 644億4,000万円（対前年

度比1.8％減）
＜歳入内訳＞
　 自主財源（市税など市が独自に集められ

るお金）47.9％
　 依存財源（地方交付税、市の借入金など

のお金）52.1％
＜歳出内訳＞
　 義務的経費（人件費や市の借入金の返済

などにかかるお金）46.0％
　 投資的経費（公共施設の建設などにかか

るお金）11.4％
　 その他経費（道路や施設の維持・補修や

補助金などにかかるお金）42.6％
＜ 市債残高（借入金残高）

※臨時財政対策債除く＞
　 平成28年度末残高340億352万円（市民1人

あたり約137,462円。（市債残高－積立金
残高）÷市の人口）

　※ 臨時財政対策債とは、本来、国が地方
交付税として市に交付しなければなら
ないお金を、市がいったん国に代わっ
て自ら借入れる負債のことで、この分
は、後年度に国から市に支払われるも
のです。平成28年度の臨時財政対策債
残高は、288億8,357万円となっています。

＜積立基金残高（預金残高）＞
　平成28年度末残高115億7,379万円

　以上、平成28年度予算の概要についてお
知らせをいたしました。
　次回からは3回にわたり、平成28年度の
具体的な事業等についてご説明したいと思
います。 栃木市長　鈴木俊美

No.40

栃木ケーブルテレビで市長通信を放映しています。

今
月
の
注
目
情
報

岩舟総合支所
〒329-4392
　岩舟町静5133-1
☎55-7751
FAX55-4910

休日にお困りの時は
本庁日直☎（22）3535

　『
市
長
へ
の
ア
イ
デ
ア
直
通

便
』
と
し
て
栃
木
市
の
未
来
ヘ

共
に
歩
ん
で
い
く
た
め
の
ご
意

見
・
ご
提
案
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

24
通
（
提
案
44
件
）
の
手
紙
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
ア
イ
デ
ア
・
ご
提
案
等
は
、

す
べ
て
市
長
が
直
接
目
を
通
し
、

匿
名
等
で
返
信
が
で
き
な
い
方

や
返
信
不
要
と
記
入
い
た
だ
い

た
方
を
除
き
、
返
信
を
い
た
し

ま
し
た
。

　
皆
様
の
ご
意
見
は
、「
来
て
観

て
住
ん
で
ホ
ッ
と
あ
っ
た
か
栃

木
」
の
た
め
に
、
役
立
た
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
こ
で
、
い
た
だ
い
た
意
見

と
そ
の
回
答
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。
な
お
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
そ
の
他
の
ご
意
見
も
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

ま
ち
づ
く
り

 ……
…

ア
イ
デ
ア
1

　
人
口
増
加
を

目
指
す
の
で
は
な
く
、
将
来
に

負
担
を
残
さ
な
い
よ
う
な
ま
ち

づ
く
り
を
し
て
ほ
し
い
。
新
築

住
宅
を
ど
こ
で
も
建
て
ら
れ
る

の
で
は
な
く
、
海
外
の
コ
ン
パ

平
成
27
年
度
『
市
長
へ
の
ア
イ
デ
ア
直
通
便
』

― 

あ
な
た
が
創
造
す
る

　
　
　〝
未
来
都
市
〞
と
ち
ぎ 

―

た
く
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
・
ご
提
案
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

て
い
く
考
え
で
す
。

観
　

光

 ……
…
…
…

ア
イ
デ
ア
2

　
太
平
山
の
も

み
じ
を
見
に
車
で
登
っ
た
が
、
渋

滞
し
て
動
け
な
か
っ
た
。

　
誘
導
や
空
き
駐
車
場
の
表
示

が
あ
る
と
、
登
る
前
に
わ
か
る
。

た
く
さ
ん
の
人
に
、観
光
ス
ポ
ッ

ト
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
欲
し

い
。回

　
答
　
多
く
の
方
が
紅
葉

を
楽
し
め
る
よ
う
に
　
太
平
山

の
紅
葉
を
楽
し
み
に
お
出
掛
け

頂
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
駐

車
場
の
誘
導
等
が
適
切
で
な

か
っ
た
た
め
、
紅
葉
を
十
分
に

堪
能
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ず
、
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
太
平
山
の
紅
葉
は
11
月
下
旬

に
見
頃
を
迎
え
、
毎
年
多
く
の

お
客
様
に
ご
来
場
頂
い
て
お
り

ま
す
の
で
、
駐
車
場
の
確
保
等

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
配

慮
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
は
あ
り

ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
ご

提
案
を
、
太
平
山
も
み
じ
ま
つ

り
の
主
催
者
で
あ
る
太
平
山
観

光
会
と
も
情
報
共
有
し
、
駐
車

ク
ト
シ
テ
ィ
を
参
考
に
し
て
条

例
等
で
規
制
し
て
は
?

回
　
答

　
環
境
負
荷
の
少
な

い
ま
ち
づ
く
り
を

　
本
市
で
は
、

平
成
16
年
4
月
1
日
よ
り
「
都

市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行
為

の
許
可
基
準
に
関
す
る
条
例
」

を
施
行
し
、
市
街
化
調
整
区
域

に
お
け
る
開
発
行
為
に
つ
い
て
、

一
定
の
条
件
の
も
と
宅
地
分
譲

が
で
き
る
緩
和
措
置
を
設
け
て

い
ま
し
た
が
、
今
後
の
少
子
高

齢
社
会
に
お
け
る
人
口
減
少
時

代
に
対
応
す
る
市
街
地
の
「
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
」
を
推
進

す
る
た
め
、
平
成
28
年
4
月
1

日
か
ら
市
街
化
調
整
区
域
に
お

け
る
宅
地
分
譲
の
開
発
行
為
が

で
き
な
く
な
る
条
例
の
改
正
を

行
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
栃
木
市
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
掲
げ
た
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け
、
鉄
道

駅
を
中
心
と
し
た
中
心
市
街
地

に
行
政
や
商
業
等
の
都
市
機
能
や

居
住
機
能
の
集
約
を
図
り
、
公

共
交
通
・
自
転
車
利
用
の
促
進
や

安
全
・
快
適
な
歩
行
者
環
境
の
確

保
に
よ
り
、
自
動
車
依
存
を
軽

減
し
、
環
境
負
荷
が
少
な
く
暮

ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

場
誘
導
係
員
の
配
置
や
ラ
イ
ン

表
示
の
修
繕
な
ど
、
1
人
で
も

多
く
の
方
が
駐
車
し
、
太
平
山

の
紅
葉
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
に
、
市
と
し
て
も
、
次
年

度
以
降
の
対
策
を
検
討
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
併
せ
ま
し
て
、
栃
木
市
観
光

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
、
紅
葉

の
色
付
き
状
況
に
加
え
、
混
雑

状
況
に
つ
い
て
も
、
情
報
発
信
を

強
化
し
、
適
切
に
お
客
様
に
ご
案

内
し
て
ま
い
り
ま
す
。

動
物
愛
護

 ……
…
…

ア
イ
デ
ア
3

　
①
市
営
ド
ッ

グ
ラ
ン
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

②
避
難
所
に
お
け
る
ペ
ッ
ト
の

扱
い
に
つ
い
て
、ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
記
載
願
い
た
い
。

回
　
答
　
設
置
に
つ
い
て
検

討
を
　
①
市
営
ド
ッ
グ
ラ
ン
に

つ
い
て
市
で
は
、
獣
医
師
会
か

ら
公
営
に
よ
る
ド
ッ
グ
ラ
ン
を

設
置
す
る
際
に
必
要
な
、
ト
イ

レ
や
足
洗
い
場
、
木
陰
な
ど
の

施
設
や
機
能
等
に
つ
い
て
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
ま
す
と
、

公
営
に
よ
る
ド
ッ
グ
ラ
ン
の
設

置
は
、
ハ
ー
ド
面
よ
り
も
む
し

ろ
ソ
フ
ト
面
で
、
施
設
の
管
理

や
利
用
方
法
及
び
飼
育
の
指
導

等
に
多
く
の
検
討
す
べ
き
課
題

が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
市
で
は
今
年
、
都
賀
地
域
に

あ
り
ま
す
「
つ
が
の
里
」
の
総

合
公
園
化
を
目
指
し
、「
つ
が
の

里
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
組
織
」

を
立
ち
上
げ
ま
す
が
、
そ
の
中

で
ペ
ッ
ト
同
伴
で
の
公
園
利
用

と
獣
医
師
会
か
ら
の
意
見
で
あ

る
機
能
を
有
し
た
ド
ッ
グ
ラ
ン

の
設
置
に
つ
い
て
協
議
し
て
ま

い
り
ま
す
。

安
心
し
て
避
難
で
き
る
た
め
に

②
ペ
ッ
ト
同
伴
の
避
難
に
関
す

る
本
市
の
対
応
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ご
指
摘
の
と
お
り
、
現
在

の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
記
載

は
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
避
難
所
への
ペッ
ト
同
伴
を
認
め

て
お
り
ま
す
が
、
他
の
避
難
者
へ

の
配
慮
か
ら
、
ペ
ッ
ト
を
避
難
所

の
室
内
へ
入
れ
る
の
は
ご
遠
慮
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
防
災
計
画
の
見
直

し
に
合
わ
せ
た
「
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
て
い

く
予
定
で
あ
り
、
そ
の
中
で
、

ペ
ッ
ト
と
の
避
難
方
法
と
避
難

所
の
運
営
方
法
に
つ
い
て
、
よ

り
詳
細
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
内
容
に
つ

い
て
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
へ

の
記
載
を
行
い
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
啓
発
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

生
活
環
境 

ア
イ
デ
ア
4

　
街
中
を
清
潔

に
し
て
、
観
光
客
を
も
て
な
す

栃
木
市
を
目
指
す
。
家
の
前
の

雑
草
取
り
や
ゴ
ミ
拾
い
を
積
極

的
に
行
う
、
市
の
花
あ
じ
さ
い

を
植
え
る
よ
う
に
す
る
、
家
か

ら
は
み
だ
す
植
栽
を
き
れ
い
に

す
る
な
ど
、
清
潔
で
花
い
っ
ぱ

い
の
街
に
し
て
ほ
し
い
。

回
　
答
　
栃
木
市
の
魅
力

ア
ッ
プ
の
た
め
に

　
市
民
自
ら

率
先
し
て
ゴ
ミ
拾
い
を
実
施
し

て
頂
け
る
よ
う
そ
の
動
機
付
け

も
兼
ね
て
、毎
年
環
境
美
化
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
自
治
会
に
お
い
て
は

ク
リ
ー
ン
推
進
員
を
中
心
と
し

て
美
化
活
動
を
実
施
し
て
頂
い

て
お
り
、
市
は
ゴ
ミ
袋
の
提
供

や
回
収
さ
れ
た
ご
み
の
運
搬
や

処
分
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
市
内
の
美
化
の
た
め
啓
発

や
支
援
を
き
め
細
か
く
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
個
人
の
財
産
で
あ
る
樹
木
に

つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
所
有
者

の
了
解
を
得
ず
に
、
市
が
無
断

で
剪
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

こ
と
か
ら
、
市
民
の
方
か
ら
相

談
を
受
け
た
場
合
、
現
地
を
確

認
後
、
土
地
の
所
有
者
を
調
べ
、

そ
の
所
有
者
あ
て
に
剪
定
を
促

す
通
知
を
送
付
す
る
と
い
う
対

策
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
太
平
山
を
は
じ
め
、

綱
手
道
の
空
い
て
い
る
植

し
ょ
く

栽さ
い

桝ま
す

、

学
校
や
公
園
な
ど
に
は
、
平
成

27
年
11
月
13
日
に
市
の
花
と
し

て
制
定
さ
れ
た
「
ア
ジ
サ
イ
」

が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
市
民
の

方
は
も
と
よ
り
観
光
客
の
方
に

も
喜
ん
で
頂
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
市
民
の
皆
様
の
協
力

を
頂
き
な
が
ら
栃
木
市
の
魅
力

ア
ッ
プ
の
た
め
、

市
の
花
「
ア
ジ

サ
イ
」
を
街
の

中
に
広
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
街
を
花
に
よ
り
彩
る

こ
と
は
、
街
を
清
潔
に
保
つ
た

め
効
果
的
で
あ
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
観
光
の
街
と
し
て
不
快

な
思
い
を
さ
せ
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
日
々
の
環
境
管
理
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
問
合
先

本 

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

 

☎
（21）

2
3
1
5

4２０１６（平成２８）年４月２５日　発行 今週の注目情報・市長通信広報とちぎ　５月号



（
1
）
事
業
推
進
に
当
た
っ
て

　
本
事
業
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
市
民
の

皆
様
の
意
見
や
考
え
方
を
取
り
入
れ
る
た

め
、平
成
24
年
の
事
業
ス
タ
ー
ト
時
に
お
い
て
、

学
識
経
験
者
や
地
域
代
表
者
等
に
よ
る
「
栃

木
市
斎
場
再
整
備
検
討
委
員
会
」（
以
下
「
検

討
委
員
会
」
と
い
い
ま
す
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
検
討
委
員
会
で
は
、
基
本
構
想
・
基
本
計

画
の
策
定
を
は
じ
め
、
候
補
地
選
定
方
法
や

4
候
補
地
へ
の
絞
り
込
み
な
ど
を
協
議
し
、

こ
れ
ま
で
計
17
回
の
会
議
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　
事
業
当
初
の
段
階
か
ら
こ
う
し
た
組
織
で

検
討
を
行
う
こ
と
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
反
映
す
る
こ
と
を
重
視
し
た
も
の
で
、

先
進
例
で
も
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
方
法
で
す
。

（
2
）
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
策
定

　
平
成
25
年
3
月
に
基
本
構
想
、
平
成
26
年

6
月
に
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の

策
定
で
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
も
活

用
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
反
映
に
努
め

ま
し
た
。

　
基
本
構
想
で
は
斎
場
再
整
備
の
基
本
的
な

考
え
方
（
施
設
整
備
基
本
方
針
な
ど
）、
基
本

計
画
で
は
施
設
整
備
に
必
要
な
具
体
的
事
項

（
火
葬
炉
数
や
候
補
地
選
定
方
法
な
ど
）
を
定

め
て
い
ま
す
。
な
お
、
基
本
構
想
・
基
本
計

画
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
市
役
所
市
政

情
報
セ
ン
タ
ー
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 新

斎
場
建
設
地
の
決
定 

本 

斎
場
整
備
室

　
☎

（21）
2
4
2
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栃
木
市
の
斎
場
は
、
市
町
合
併
に
伴
う
人
口
増
加
、
超
高
齢
化
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
利
用
者
が
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
確
実
と
な
っ
て
い

ま
す
。
現
在
で
も
す
で
に
、
混
雑
の
た
め
希
望
し
た
日
時
に
利
用
で
き
な
い
と
い
っ
た
事
例
が
起
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
藤
岡
・
岩
舟
の
両
地

域
で
は
、
市
外
の
佐
野
斎
場
を
利
用
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
現
栃
木
市
斎
場
は
、
昭
和
54
年
の
建
設
か
ら
約
37
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
の
が

難
し
い
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
市
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
斎
場
再
整
備
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
先
月
号
で
は
「
南
部
清
掃
工
場
跡
（
岩
舟
地
域
）」
に
新
斎
場
を
建
設
す
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
こ
れ
ま
で
の
経
緯

を
説
明
し
ま
す
。

○
最
期
の
別
れ
に
相
応
し
い
厳
か
な
雰
囲
気

を
創
出
で
き
る
場
所
で
あ
る

○
近
隣
住
宅
等
が
少
な
く
周
辺
へ
の
影
響
が

少
な
い

○
市
有
地
の
利
活
用
が
で
き
る
。（
市
有
財
産

の
有
効
活
用
）

○
他
候
補
地
と
比
較
し
、
事
業
費
が
安
価

○
ア
ク
セ
ス
が
良
い

な
ど
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
南
部
清
掃
工
場
跡
は
、
土
砂
災
害

警
戒
区
域
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
施
設
建
設

に
一
切
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
施
設
配
置

の
工
夫
や
適
切
な
運
営
に
よ
り
ハ
ー
ド
ソ
フ

ト
両
面
か
ら
対
策
し
、
皆
さ
ん
の
安
心
安
全

を
確
保
し
ま
す
。

③ 

建
設
地
の
決
定

　
最
終
候
補
地
を
選
定
し
た
後
、
地
元
の
皆

様
に
対
し
、
計
5
回
の
地
元
説
明
会
を
開
催

（
3
）
新
斎
場
建
設
地
の
決
定

　
基
本
計
画
記
載
の
候
補
地
選
定
方
法
に
基

づ
き
、
複
数
の
候
補
地
を
抽
出
・
評
価
し
た

上
で
、
次
の
と
お
り
南
部
清
掃
工
場
跡
を
建

設
地
に
決
定
し
ま
し
た
。

① 

候
補
地
の
抽
出
と
絞
り
込
み

　
本
市
は
市
域
が
南
北
に
長
い
た
め
、
西
方

総
合
支
所
（
北
）
と
藤
岡
総
合
支
所
（
南
）

の
中
間
点
を
中
心
に
南
北
各
5
㎞
、
両
総
合

支
所
を
結
ぶ
県
道
に
平
行
な
東
西
各
5
㎞
の

約
10
㎞
四
方
を
候
補
地
対
象
区
域
（
左
下
地

図
の
水
色
の
区
域
）と
定
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

南
部
か
ら
で
も
北
部
か
ら
で
も
、
そ
れ
ほ
ど

到
着
時
間
に
差
の
出
な
い
市
域
中
心
部
を
定

め
、
そ
の
区
域
内
か
ら
候
補
地
を
抽
出
す
る

こ
と
で
公
平
性
を
確
保
す
る
も
の
で
す
。

　
候
補
地
の
抽
出
は
、
市
有
地
、
地
元
自
治

会
か
ら
申
し
出
の
あ
っ
た
用
地
、
現
斎
場
周

辺
用
地
な
ど
の
要
件
に
よ
り
、
検
討
委
員
会

の
会
議
を
経
て
計
8
ヶ
所
を
抽
出
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
事
業
の
難
易
度
や
安
全
性
・
利

便
性
な
ど
、
各
候
補
地
に
対
し
39
項
目
の
評

価
を
行
っ
た
上
で
、
検
討
委
員
会
の
再
議
に

よ
り
4
候
補
地
へ
と
絞
り
込
み
ま
し
た
。

② 

最
終
候
補
地
の
選
定

　
副
市
長
及
び
部
長
級
職
員
に
よ
る
「
新
斎

場
候
補
地
選
定
会
議
」
を
設
置
し
、
検
討
委

員
会
で
絞
り
込
ん
だ
4
候
補
地
に
対
し
て
、

事
業
費
（
用
地
取
得
・
造
成
）
や
事
業
実
現

性
等
の
評
価
を
実
施
し
、
最
も
評
価
の
高
い

「
南
部
清
掃
工
場
跡
（
市
有
地
）」
を
最
終
候

補
地
に
選
定
し
ま
し
た
。

　
主
な
選
定
理
由
と
し
て
、

し
ま
し
た
。
ま
た
、
職
員
に
よ
る
全
戸
訪
問

を
実
施
し
、
説
明
会
欠
席
者
等
へ
の
説
明
に

も
努
め
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
、
地
元
住
民
の

皆
さ
ん
へ
の
説
明
・
周
知
は
十
分
図
れ
た
も

の
と
判
断
し
、
斎
場
建
設
地
と
し
て
決
定
し

ま
し
た
。

（
4
）
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
新
斎
場
の
建
設
に
対
し
て
は
、
不
安
や
疑

問
を
お
持
ち
の
方
や
反
対
意
見
を
お
持
ち
の

方
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

斎
場
は
故
人
と
の
最
期
の
お
別
れ
を
行
う
大

切
な
場
所
で
あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
必
要
不
可
欠
な
施
設
で
す
。

　
現
在
の
斎
場
施
設
は
外
観
や
設
備
性
能
も

向
上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
斎
場
建
設
・
運

営
に
必
要
な
周
辺
整
備
事
業
を
合
わ
せ
て
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
清
浄
で
荘
厳
な
斎
場

施
設
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
整
備
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
自
主
的
な
公
害
防
止
目
標
値
の
設

定
・
遵
守
を
通
じ
て
、
周
辺
環
境
等
へ
の
影

響
抑
制
に
努
め
ま
す
。

　
今
後
は
法
的
許
認
可
等
の
事
務
や
地
質
・

測
量
等
の
調
査
な
ど
、
斎
場
建
設
に
向
け
た

具
体
的
作
業
に
着
手
し
ま
す
。

　
早
期
建
設
に
向
け
て
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
新
斎
場
の
概
要
（
基
本
計
画
よ
り
）】

○
火
葬
炉
数
、
受
付
件
数

炉
数
：
8
炉
（
全
て
大
型
炉
）

受
付
件
数
：
日
最
大
16
件

○
主
要
室
等

告
別
室
・
収
骨
室
：
各
3
室

待
合
室
：
8
室
（
40
名
規
模
／
室
）

※
可
動
間
仕
切
り
を
使
用
し
、
最
大
80
名
規

模
で
の
利
用
も
可
能
。

霊
安
室
：
1
室
（
遺
体
保
管
庫
：
2
庫
）

式
場
：
1
会
場
（
20
名
規
模
）

ベ
ビ
ー
ル
ー
ム
、
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
な
ど

○
必
要
施
設
延
床
面
積
：
4
，1
0
0
㎡
程
度

●

●

●

●

●

50

293

●

栃木市役所栃木市役所

5km5km 5km5km

10km10km

5km5km南部清掃工場跡地南部清掃工場跡地

10km10km

中間点中間点

●

藤岡総合支所藤岡総合支所

●

西方総合支所西方総合支所

5km5km

【候補地対象区域】 【現斎場】

【南部清掃工場跡】

広報とちぎ　５月号 ２０１６（平成２８）年４月２５日　発行5 今月の注目情報



相　　　談 日　時 場所／問合先

○市民法律相談
（事前に要予約）
（弁護士が法的な見解等を助
言）

5月13日(金)27日(金)
10：00～ 12：00

本庁舎／
市民生活課☎（21)2122

5月19日（木)
10：00 ～ 12：00

大平隣保館☎（43)6611
 0120-46-7830

6月20日（月)
10：00 ～ 12：00

藤岡公民館／
藤岡市民生活課☎（62)0905

6月8日（水）
10：00 ～ 12：00

都賀総合支所／
都賀市民生活課☎（29)1124

5月11日（水）
10：00 ～ 12：00

西方総合支所／
西方市民生活課☎（92)0308

6月8日（水）
10：00 ～ 12：00

岩舟健康福祉センター 遊楽々館／
岩舟市民生活課☎（55)7763

○総合相談
（行政・人権・家庭児童・青少年）

5月13日(金)27日(金)
10：00 ～ 12：00 本庁舎／

市民生活課☎（21)2122〇宅地建物相談（要予約）
（土地・建物の売買や賃貸借、
所有と管理に関する相談）

5月13日（金）
10：00 ～ 12：00

○合同相談
（行政・人権・心配・困りごと）

5月10日（火）
9：30 ～ 11：30

大平地域福祉センター ふるさとふれ
あい館／大平市民生活課
☎（43)9211

5月24日（火）
9：30 ～ 11：30

社会福祉協議会都賀支所／
都賀市民生活課☎（29)1124

5月18日（水）
13：00 ～ 15：00

西方総合支所／
西方市民生活課☎（92)0308

5月6日（金）
13：30 ～ 15：30

岩舟健康福祉センター 遊楽々館／
岩舟市民生活課☎（55)7763

○市民相談
（日常生活の問題など）

月～金曜日
9：00 ～ 17：00

本庁舎市民相談室／
市民生活課☎（21）2122

○消費生活相談 月～金曜日
9：00 ～ 16：00

入舟庁舎／
消費生活センター☎（23)8899

○年金相談 5月10日（火）
10：00 ～ 12：00

大平隣保館☎（43)6611
 0120-46-7830

○外国人相談 5月21日（土）
20：00 ～ 22：00

大平隣保館☎（43)6611
 0120-46-7830

○行政相談 5月27日（金）
10：00 ～ 12：00

藤岡公民館／
藤岡市民生活課☎（62）0905

○人権相談

月～金曜日
8：30 ～ 17：15

大平隣保館☎（43)6611
 0120-46-7830

厚生センター☎（24)2444
人権・男女共同参画課☎（21)2161

6月8日（水）
10：00 ～ 12：00

藤岡公民館／
人権・男女共同参画課☎（21)2161

○いじめ相談電話
土･日･祝日･時間外は留守番電
話･FAX

月～金曜日
9：00 ～ 17：00

本庁舎／
青少年育成センター☎（24)0667　
FAX（21)2690

○青少年相談
（非行問題・不登校など）

月～金曜日
9：00 ～ 17：00

本庁舎／
青少年育成センター☎（23)6566　
FAX（21)2690

○家庭児童相談（0 ～ 17歳の
子どもとその家族）

月～金曜日
9：00 ～ 16：00

本庁舎／家庭児童相談室（子育て支援
課内）☎（21)2227

○ドメスティック・バイオレ
ンス相談

（配偶者等からの暴力）

月～金曜日
9：00 ～ 16：00

本庁舎／
子育て支援課☎（21)2229

○障がい児者相談 月～金曜日
8：30 ～ 17：15

本庁舎／障がい児者相談支援セン
ター（障がい福祉課内☎（21)2235）

○就労支援相談
（事前に要予約）
（40歳未満の就労相談）

第1・3月曜日（祝日を除く）
13：00 ～ 21：00

第1・3土曜日（祝日を除く）
17：00 ～ 21：00

栃木勤労青少年ホーム☎（22)3113

第2・4月曜日（祝日を除く）
13：00 ～ 21：00

第1・3土曜日（祝日を除く）
13：00 ～ 16：00

大平勤労青少年ホーム☎（43)5191

相談業務の案内
相談は気軽にどうぞ　相談は無料で、秘密は厳守します。
住所が市内の方であれば、どこの窓口でも相談できます。

　
歴
史
的
建
造
物
の
中
で
、
普

段
の
映
画
館
と
は
違
っ
た
雰
囲

気
で
の
上
映
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

◆
日
時

　
5
月
7
日
（
土
）
10

時
〜
8
日
（
日
）
17
時
頃
ま
で

◆
チ
ケ
ッ
ト
代

　
2
日
間
見
放
題
で
1
，

0
0
0
円
（
学
生
・
未
就
学
児

は
無
料
）、
栃
木
市
観
光
協
会
・

イ
ー
プ
ラ
ス
に
て
好
評
販
売
中

※
当
日
券
も
同
額
販
売

※
無
料
蔵
も
あ
り
ま
す
。

※
上
映
作
品
は
都
合
に
よ
り

変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
随
時
、
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
URLhttp://kura-

m
ovie.jp/

）
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

◆
問
合
先

栃
木
・
蔵
の
街
か
ど
映
画
祭
実

行
委
員
会
（
本 

観
光
振
興
課

内
）

 

☎
（21）

2
3
7
3

　
地
域
で
支
え
合
い
活
動
を
円
滑

に
行
う
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め

見
守
る
対
象
と
な
る
方
（
支
え
合

い
活
動
対
象
者
）
を
把
握
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
市
で
は
こ

の
条
例
に
よ
り
対
象
者
の
名
簿
を

作
成
し
、
地
域
支
え
合
い
活
動
を

行
う
自
治
会
な
ど
に
提
供
す
る
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
名
簿
登
載
の
対
象
と
な
る
方（
調

査
方
法
）

①
65
歳
以
上
の
者
の
み
の
世
帯
の

方
（
高
齢
者
実
態
調
査
（
詳
細
は

9
頁
参
照
）
と
併
せ
て
訪
問
に
よ

る
調
査
）

②
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち

の
方
（
郵
送
に
よ
る
調
査
）

③
要
介
護
等
認
定
を
受
け
て
い
る

方
（
郵
送
に
よ
る
調
査
）

応
じ
て
様
々
な
取
り
組
み
が
あ

り
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
取
り
組

み
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
無
理
の
な

い
範
囲
で
、
助
け
合
い
の
気
持
ち

で
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み

ま
し
ょ
う
。

【
さ
り
げ
な
い
見
守
り
活
動
】

　
普
段
と
違
う
様
子
や
お
か
し
い

と
こ
ろ
が
な
い
か
、
さ
り
げ
な
く

見
守
る
活
動
。
気
配
り
・
声
か
け
。

【
困
り
ご
と
へ
の
生
活
支
援
】

　
ゴ
ミ
出
し
や
掃
除
、
電
球
の
交

換
な
ど
支
え
合
い
の
気
持
ち
で
行

う
日
常
生
活
の
お
手
伝
い
。

【
災
害
時
等
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備

え
た
活
動
】

　
平
時
か
ら
の
情
報
共
有
に
よ
り
、

緊
急
時
の
支
援
方
法
の
確
認
・
体

制
づ
く
り
な
ど
を
行
い
、
災
害
時

に
備
え
ま
す
。

（
上
記
以
外
の
方
で
、
見
守
り
な
ど

を
必
要
と
す
る
方
は
、
申
出
に
よ

り
名
簿
に
登
載
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。）

●
名
簿
へ
の
登
載
内
容

　
氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
、
連

絡
先
な
ど

●
名
簿
の
提
供
先

　
自
治
会
等
、
民
生
委
員
、
高
齢

者
ふ
れ
あ
い
相
談
員
、
社
会
福
祉

協
議
会
、
警
察
署
、
消
防
本
部
、

消
防
署
、
消
防
団

●
名
簿
の
提
供
時
期

　
平
成
28
年
10
月
以
降

○
各
自
で
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め

て
み
ま
し
ょ
う

　
地
域
支
え
合
い
活
動
の
推
進
に

は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と

り
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
支

え
合
い
活
動
は
、
地
域
の
実
情
に

　
市
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
を
、
日
ご

ろ
か
ら
地
域
の
身
近
な
方
々
で
見

守
っ
た
り
、
支
え
合
っ
た
り
、
助

け
合
っ
た
り
す
る
「
地
域
支
え
合

い
活
動
」
を
推
進
す
る
た
め
に
『
栃

木
市
地
域
支
え
合
い
活
動
推
進
条

例
』
を
平
成
28
年
3
月
に
制
定
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
支

え
合
い
活
動
に
関
す
る
基
本
理
念

や
、
市
、
市
民
、
自
治
会
、
関
係

機
関
等
の
役
割
を
規
定
す
る
と
共

に
、
日
ご
ろ
の
見
守
り
や
災
害
時

の
避
難
支
援
が
円
滑
に
で
き
る
よ

う
、
支
え
合
い
活
動
を
行
う
自
治

会
な
ど
に
必
要
な
情
報
（
名
簿
）

を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

○
「
支
え
合
い
活
動
対
象
者
」
の

名
簿
の
作
成
を
行
い
ま
す
。

【
サ
ロ
ン
な
ど
の
交
流
活
動
】

　
高
齢
者
等
が
歩
い
て
い
け
る
よ

う
な
場
所
を
会
場
に
し
て
、
い
つ

で
も
、
気
兼
ね
な
く
参
加
で
き
る

交
流
活
動
。

【
そ
の
他
】

　
訪
問
・
安
否
確
認
、
支
え
合
い

の
マ
ッ
プ
作
り
、
困
り
ご
と
の
相

談
な
ど
の
活
動
。

◆
問
合
先

本 

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

 

☎
（21）

２
２
４
４

「
栃
木
市
地
域
支
え
合
い
活
動
推
進
条
例
」の
制
定

No 上映会場 運営団体 上映作品（予定）

1 栃木高校講堂 相馬組（土曜）
アワードチーム（日曜）

相馬組特集（昨年グランプリ「ガラスの園で月
を喰らう」など）、セッション、アワード作品

2 万町北会場（柄沢邸） 栃木市障がい者等自立支援協議会 人生、ここにあり!
3 太田蔵 ネットワークとちぎ 路傍の石、ガッツ親父とオサム、六人姉妹
4 山本有三ふるさと記念館 栃木信用金庫 アワード作品

5 かな半旅館 とちぎ子育てネットワーク（土曜）
栃木おやこ劇場（日曜） 赤いカラスと幽霊船、ゴンタとよばれた犬

6 とちぎ蔵の街観光館2階
多目的ホール とちぎえ～ぞ～支援隊 アワード作品

7 北蔵Caféひがの 北蔵Caféひがの 過去アワード作品のオンデマンド上映
8 小山高専サテライト・キャンパス とちぎ高校生蔵部 ndjc2015作品
9 横山郷土館 市役所観光振興課 過去アワード作品のオンデマンド上映
10 市役所1階市民スペース 栃木ロータリークラブ くまのアーネストおじさんとセレスティーヌ

11 シェアスペース「ぽたり」（陶珈紗2階）
とちぎ協働まつり実行委員会
（土曜のみ） 活弁（アニメ短編　要人無用）、アワード作品

12 中田蔵 学悠館高等学校 忍たま乱太郎、東京ゴッドファーザーズ
13 油伝味噌座敷 栃木信用金庫 しもつかれガール
No イベント会場 運営団体 イベント内容（予定）
1 旧市役所別館 ピクニック マルシェ

2 山車会館前ひろば とちぎ一箱古本市
映画祭実行委員会有志等

古本市
飲食、物販ブースなど

3 関根邸 マチナカプロジェクト 短編映画告知

第９回「栃木・蔵の街かど映画祭」上映会場・作品決定！

昨年度の会場様子

6２０１６（平成２８）年４月２５日　発行 今月の注目情報広報とちぎ　５月号



各
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
の
方
へ

人
間
ド
ッ
ク
費
用
一
部
助
成
の

申
請
受
付

　
本
市
の
国
民
健
康
保
険
や
後

期
高
齢
者
医
療
に
加
入
し
人
間

ド
ッ
ク
等
を
受
診
さ
れ
る
方
へ
、

疾
病
の
早
期
発
見
及
び
健
康
の

保
持
増
進
を
図
る
た
め
、
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
申
込
種
別

　
一
般
ド
ッ
ク（
日

帰
り
・
宿
泊
）及
び
脳
ド
ッ
ク（
日

帰
り
）

◆
受
診
期
間

　
6
月
1
日 

〜
平

成
29
年
3
月
31
日

◆
対
象

○
国
民
健
康
保
険
の
35
歳
以
上

の
被
保
険
者
で
、
国
民
健
康
保

険
税
に
未
納
が
無
く
、
特
定
健

診
を
受
診
し
な
い
方

○
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険

者
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
に
未
納
が
無
く
、
健
診
を
受

診
し
な
い
方

◆
検
診
項
目

○
一
般
ド
ッ
ク
　
身
体
計
測
／

視
力
／
循
環
器
系
／
胃
腸
管
系

／
腎
機
能
／
血
液
検
査 

ほ
か

○
脳
ド
ッ
ク
　
身
体
計
測
／
視

力
／
循
環
器
系
／
頭
部
M
R
I 

ほ
か

◆
検
診
機
関
　
と
ち
ぎ
メ
デ
ィ

カ
ル
セ
ン
タ
ー
と
ち
の
き
（
旧

と
ち
の
木
病
院
）、
と
ち
ぎ
メ

デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
総
合
健
診

セ
ン
タ
ー
（
旧
下
都
賀
郡
市
医

師
会
病
院
）、
西
方
病
院
、
獨
協

医
科
大
学
病
院
、
自
治
医
科
大

学
付
属
病
院
、
大
岡
メ
デ
ィ
カ

ル
ク
ラ
ブ
、慶
友
健
診
セ
ン
タ
ー
、

宇
都
宮
記
念
病
院
、
栃
木
県
保

健
衛
生
事
業
団
、
佐
野
厚
生
総

合
病
院
（
国
保
の
み
）、
佐
野

医
師
会
病
院
、
佐
野
市
民
病
院
、

済
生
会
宇
都
宮
病
院

◆
助
成
額

　
ド
ッ
ク
費
用
の
2

事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
・
要

望
を
聴
き
、
そ
の
解
決
・
改
善

に
役
立
て
る
も
の
で
す
。
日
頃
、

身
近
な
と
こ
ろ
で
行
政
と
の
パ

イ
プ
役
と
し
て
相
談
を
受
け
活

躍
し
て
い
る
方
が
行
政
相
談
委

員
で
す
。
市
役
所
等
の
相
談
所

で
定
期
的
に
相
談
を
受
け
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
気
軽
に
相
談
く

だ
さ
い
。

☆
私
た
ち
の
街
の
行
政
相
談
委

員○
小
林
好
雄
氏
（
泉
町
）
○
川

田
久
子
氏
（
梅
沢
町
）
○
赤
木

克
元
氏
（
薗
部
町
3
丁
目
）

○
落
合
富
子
氏
（
大
平
町
北
武

井
）○
須
藤
善
司
氏（
大
平
町
新
）

○
大
橋
光
雄
氏
（
藤
岡
町
赤
麻
）

○
小
栗
光
男
氏
（
都
賀
町
家
中
）

○
嶋
田
安
治
氏
（
西
方
町
本
郷
）

○
唐
木
田
有
作
氏
（
岩
舟
町
下

津
原
）

◎
巡
回
行
政
相
談
所

○
5
月
18
日
（
水
）

 

栃
木
公
民
館
（
日
ノ
出
町
）

○
5
月
19
日
（
木
）

 

皆
川
公
民
館
（
皆
川
城
内
町
）

○
5
月
20
日
（
金
）

 

大
宮
公
民
館
（
大
宮
町
）

○
10
月
18
日
（
火
）

 

国
府
公
民
館
（
惣
社
町
）

○
10
月
19
日
（
水
）

 

寺
尾
公
民
館
（
梅
沢
町
）

○
10
月
20
日
（
木
）

 

吹
上
公
民
館
（
吹
上
町
）

◆
時
間

　
各
日
13
時
30
分
〜
15

時
30
分

◆
問
合
先

本 

市
民
生
活
課 

☎
（21）
2
1
2
1

「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」

フ
ッ
素
塗
布
で
虫
歯
予
防

◆
日
時
　

6
月
5
日
（
日
）
午

前
中

◆
場
所
　
栃
木
市
総
合
体
育
館

（
川
原
田
町
）

◆
対
象
　
小
学
1
年
生
と
幼
稚

園
・
保
育
園
な
ど
の
年
長
児

○
FAX 

（21）
2
6
7
9

◆
問
合
先

本 

保
険
医
療
課

国
民
健
康
保
険 

☎
（21）

2
1
3
1

後
期
高
齢
者
医
療

 

☎
（21）

2
1
3
7

栃
木
市
定
住
自
立
圏
共
生
ビ

ジ
ョ
ン
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト（
意
見
募
集
）

　
市
で
は
現
在
、
国
の
定
住
自

立
圏
構
想
推
進
要
綱
に
基
づ
き
、

市
域
を
も
っ
て
定
住
自
立
圏
の

形
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
平

成
27
年
3
月
に
「
中
心
市
宣
言
」

を
行
い
、
平
成
27
年
6
月
定
例

会
の
議
決
を
経
て
「
栃
木
市
定

住
自
立
圏
形
成
方
針
」
を
策
定

し
ま
し
た
。
今
回
、
そ
の
形
成

方
針
を
基
に
具
体
的
な
取
組
み

等
を
盛
り
込
む
「
栃
木
市
定
住

自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
素

案
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。
こ

の
素
案
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
ご

意
見
等
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
期
限
　

5
月
9
日
（
月
）

〜
6
月
8
日
（
水
）

◆
閲
覧
場
所
　
市
政
情
報
セ
ン

タ
ー
（
市
役
所
本
庁
舎
4
階
）、

本 

総
合
政
策
課
（
市
役
所
本
庁

舎
3
階
）、
各
総
合
支
所
地
域
づ

く
り
推
進
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ◆
対
象
者

・ 

市
内
に
お
住
ま
い
の
方

・ 

市
内
に
事
業
所
等
を
有
す
る

個
人
、
法
人
等

・ 

市
内
在
勤
、
在
学
の
方

・ 

市
税
の
納
税
義
務
者

・ 

本
市
施
策
に
利
害
関
係
を
有

す
る
方

◆
提
出
方
法

　
閲
覧
場
所
に
設

置
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
提
出
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

○
直
接
提
出

　
本 

総
合
政
策
課

 

☎
（29）

1
1
0
4

西
方
産
業
振
興
課

 

☎
（92）

0
3
1
3

岩
舟
産
業
振
興
課

 

☎
（55）

7
7
6
4

渡
良
瀬
遊
水
地
の
絶
滅
危
惧
種

を
み
ん
な
で
守
ろ
う

　
外
来
植
物
の
抜
き
取
り
作
業

　
渡
良
瀬
遊
水
地
に
生
育
す
る
、

ト
ネ
ハ
ナ
ヤ
ス
リ
を
は
じ
め
と

す
る
多
く
の
絶
滅
危
惧
植
物
を

保
全
す
る
た
め
、
セ
イ
タ
カ
ア

ワ
ダ
チ
ソ
ウ
な
ど
の
外
来
植
物

を
抜
き
取
る
作
業
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
希
望

す
る
方
に
は
、
作
業
後
に
植
物

の
観
察
会
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時
　

5
月
14
日
（
土
）
13

時
30
分
〜
14
時
30
分
（
13
時
受

付
開
始
）（
少
雨
決
行
、
荒
天
時

中
止
。
中
止
の
場
合
、
当
日
の

9
時
ま
で
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）

◆
場
所

　
谷
中
村
史
跡
保
全

ゾ
ー
ン

◆
対
象

　
ど
な
た
で
も

◆
申
込

　
当
日
受
付

◆
持
ち
物

　
作
業
が
行
え
る
服

装
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
長
靴

◆
問
合
先

遊  

水  

地  

課 

☎
（62）

0
9
1
9

環
境
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

栃
木
駅
前
清
掃
活
動

　「
と
ち
ぎ

環
境
美
化
県

民
運
動
・
県

民
統
一
行
動

日
」
に
合
わ

せ
、
栃
木
駅
前
の
清
掃
活
動
を

し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
ご
み
袋
は
主
催
者
で
用
意
し

ま
す
。
作
業
の
で
き
る
服
装
で

参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　

5
月
29
日
（
日
）
9

時
〜
10
時
30
分

分
の
1
相
当
額
（
年
度
内
1
人

1
回
、
3
万
円
を
限
度
）

※
医
療
機
関
で
助
成
額
を
差
し

引
い
た
自
己
負
担
額
を
支
払
い

く
だ
さ
い
。

◆
定
員

国
民
健
康
保
険 

9
0
0
人

後
期
高
齢
者
医
療 

1
0
0
人

（
い
ず
れ
も
定
員
を
超
え
た
場
合

抽
選
）

◆
申
込
・
受
診
方
法

　
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
次
の
申
込
先

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
請

書
は
、
本 

保
険
医
療
課
、
各
総

合
支
所
市
民
生
活
課
、
各
地
区

公
民
館
（
大
宮
・
皆
川
・
吹
上
・

寺
尾
・
国
府
）、
に
あ
り
ま
す

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）。

　
助
成
が
決
定
し
た
方
に
は
、

5
月
下
旬
に
市
よ
り「
人
間
ド
ッ

ク
検
診
券
」
を
郵
送
し
ま
す
。

そ
の
後
は
、
上
記
の
検
診
機
関

の
中
か
ら
希
望
す
る
機
関
に
ご

自
分
で
直
接
予
約
を
し
、
検
診

券
と
被
保
険
者
証
、
自
己
負
担

額
分
の
検
診
代
金
な
ど
を
お
持

ち
の
う
え
、受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
外
に
転
出
し
た
場
合
や
、

国
民
健
康
保
険
の
方
が
検
診
を

受
け
る
前
に
他
の
健
康
保
険
に

加
入
し
た
場
合
は
、
助
成
の
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
特

定
健
診
（
健
康
診
査
）
と
重
複

し
て
受
診
し
た
場
合
は
、
人
間

ド
ッ
ク
の
助
成
金
を
返
金
し
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

◆
申
込
期
間

　
5
月
16
日
（
月
）

ま
で

◆
申
込
先

○
窓
口
　
本 

保
険
医
療
課
ま
た

は
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

○
郵
送
　
〒
3
2
8－

8
6
8
6

（
住
所
不
要
）
栃
木
市
役
所 

保

険
医
療
課
あ
て（
5
月
16
日（
月
）

必
着
）

◆
参
加
費

　
無
料

◆
申
込

　
5
月
9
日
（
月
）
ま

で
に
問
合
先
へ

◆
協
力

　
下
都
賀
歯
科
医
師
会

◆
問
合
先

健 

康 

増 

進 

課 

☎
（25）

3
5
1
2

♥
愛
の
献
血
に
ご
協
力
を
♥

◆
日
時

　
5
月
16
日
（
月
）

受
付
時
間

　
10
時
〜
11
時
45
分

　
13
時
〜
16
時

◆
場
所

　
市
役
所
本
庁
舎
3
階

　
正
庁

◆
内
容

　
2
0
0
㎖
、
4
0
0

㎖
献
血
（
全
血
）
の
み

所
要
時
間

　
20
〜
30
分
程
度

◆
問
合
先

健 

康 

増 

進 

課 

☎
（25）

3
5
1
1

獣
害
対
策
設
備
設
置
補
助
の

拡
充

　
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
等
の
野
生

獣
に
よ
る
被
害
の
減
少
を
図
る

た
め
、
侵
入
防
止
柵
等
の
設
置

を
補
助
す
る
「
栃
木
市
獣
害
対

策
設
備
設
置
費
補
助
金
」
の
内

容
を
拡
充
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
は
設
備
の
資
材
費
の
み
が
補

助
対
象
で
し
た
が
、
設
置
委
託

料
の
一
部
や
自
治
会
等
の
団
体

が
自
分
達
で
設
置
す
る
場
合
の

経
費
の
一
部
に
つ
い
て
も
補
助

対
象
と
し
ま
す
。
ま
た
、
設
置

し
た
設
備
が
災
害
で
破
損
し
て

し
ま
っ
た
場
合
は
、
再
度
こ
の

補
助
金
制
度
を
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
詳
細
は
問

合
先
へ
。

◆
対
象

　
市
内
に
住
所
を
有
す

る
方
、事
業
所
を
設
置
す
る
法
人
、

市
内
の
自
治
会
等
の
団
体

◆
問
合
先

本 

農
林
整
備
課 

☎
（21）

2
2
8
9

大
平
産
業
振
興
課

 

☎
（43）

9
2
1
2

藤
岡
産
業
振
興
課

 

☎
（62）
0
9
0
6

都
賀
産
業
振
興
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
地
域
づ
く

り
推
進
課
窓
口

○
郵
送

　
〒
3
2
8－

8
6
8
6

（
住
所
不
要
）
栃
木
市
役
所 

総

合
政
策
課 

政
策
調
整
係
あ
て

○
FAX 

（21）
2
6
7
1

○

 kikaku01@
city.

tochigi.lg.jp

◆
問
合
先

本 

総
合
政
策
課 

☎
（21）

2
3
0
2

5
月
は
消
費
者
月
間

　
毎
年
5
月
は
「
消
費
者
月
間
」

で
す
。
消
費
者
、
事
業
者
、
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
、
消
費
者

問
題
に
関
す
る
教
育
・
啓
発
等

の
事
業
を
集
中
的
に
行
い
ま
す
。

◆
問
合
先

本 

市
民
生
活
課 

☎
（21）

2
1
2
1

◆
消
費
生
活
相
談
受
付

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
入
舟

庁
舎
1
階
）
☎

（23）
8
8
9
9
／

9
時
〜
16
時
（
土
日
は
除
く
）

5
月
12
日
は

民
生
委
員
児
童
委
員
の
日

　
市
で
は
、
3
9
2
人
の
民
生

委
員
児
童
委
員
・
主
任
児
童
委

員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
子
育

て
の
悩
み
、
高
齢
者
の
介
護
や

看
護
の
こ
と
、
い
じ
め
・
不
登

校
・
児
童
虐
待
、病
院
へ
の
送
迎
・

買
い
物
代
行
・
ご
み
出
し
・
蛍

光
灯
の
取
替
え
・
庭
の
草
刈
り

な
ど
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
気
軽
に
相
談
く
だ
さ

い
。関
係
機
関
に
取
り
次
ぎ
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
で
も
助
け
あ
い

ま
し
ょ
う
。

◆
問
合
先

栃
木
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
連
合
会
（
本 

福
祉
総
務
課

内
）

 

☎
（21）

2
2
0
2

相
談
く
だ
さ
い
行
政
相
談
委
員

　
行
政
相
談
と
は
、
道
路
や
河

川
の
整
備
、
税
金
、
年
金
、
そ

の
他
国
や
県
、
市
役
所
等
の
仕

◆
場
所

　
栃
木
駅
前
周
辺

◆
問
合
先

本 

環
　

境
　

課 

☎
（21）

2
1
4
1

「
ア
ダ
プ
ト
制
度
」参
加
募
集

　
個
人
や
団
体
・
企
業
等
の
グ

ル
ー
プ
に
、
道
路
・
河
川
・
公

園
な
ど
で
の
清
掃
や
美
化
等
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
市

民
参
加
の
制
度
で
す
。
市
で

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
加
入

を
始
め
、
清
掃
用
具
の
貸
出
や
、

草
花
の
種
・
球
根
の
配
布
等
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

　
き
れ
い
で
住
み
よ
い
街
づ
く

り
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
参
加
の
流
れ

　
ま
ず
は
左
記
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
協
議
の
う
え
で
活

動
区
域
を
設
定
し
、
届
出
書
を

提
出
し
ま
す
。
市
と
合
意
書
を

取
り
交
わ
し
、
そ
の
後
は
市
と

協
議
を
し
な
が
ら
、
実
際
の
清

掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

◆
問
合
先

本 

道
路
河
川
維
持
課

 

☎
（21）

2
4
0
8

本 

公
園
緑
地
課 

☎
（21）

2
4
1
3

栃
木
信
用
金
庫
様
と

地
方
創
生
に
関
す
る
包
括
連
携

協
定
を
締
結

　
栃
木
信
用

金
庫
様
と
本

市
が
、
お
互
い

の
知
恵
や
資

源
を
相
互
に

取
り
入
れ「
栃
木
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
政
略
」
に
掲

げ
る
施
策
目
標
の
達
成
に
向
け

て
連
携
協
力
を
行
う
た
め
、
2

月
24
日
に
「
地
方
創
生
に
関
す

る
包
括
連
携
協
定
」
を
締
結
し

ま
し
た
。

◆
問
合
先

本 

総
合
政
策
課 

☎
（21）

2
3
0
5
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国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

◎
国
民
年
金
保
険
料

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
毎
年

度
改
定
さ
れ
ま
す
。
平
成
28
年

度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月

額
1
万
6
，
2
6
0
円
で
す
。

4
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か

ら
送
付
さ
れ
た
納
付
書
で
納
め

て
く
だ
さ
い
。
毎
月
の
保
険
料

は
、翌
月
の
末
日
が
納
期
限
で
す
。

1
年
分
の
保
険
料
を
前
納
す
る

場
合
の
納
付
期
限
は
、
5
月
2

日
（
月
）
で
す
。

　
国
内
の
医
療
機
関
に
お
い
て
、

不
育
症
と
診
断
さ
れ
医
師
に
よ

る
不
育
症
治
療
を
受
け
た
夫
婦

に
対
し
て
補
助
を
し
ま
す
。

◆
治
療
期
間

　
平
成
25
年
4
月
1
日
以
降（
岩

舟
地
域
お
住
ま
い
の
方
は
合
併

日
以
降
）
の
治
療
で
出
産
等
に

伴
い
治
療
が
終
了
す
る
ま
で
の

期
間

◆
助
成
金
額

　
医
療
保
険
適
用
外
治
療
費
の

2
分
の
1
の
額
。
た
だ
し
、
他

制
度
の
助
成
対
象
と
な
る
場
合

は
治
療
費
か
ら
助
成
額
を
差
し

引
い
た
額
の
2
分
の
1
（
1
年

度
30
万
円
を
限
度
）

◆
申
請
期
限

　
治
療
終
了
後
、

治
療
が
終
了
し
た
日
の
属
す
る

年
度
の
翌
年
度
末

☆
共
通
事
項

◆
対
象

　
左
記
の
す
べ
て
を
満
た
す
方

○
婚
姻
し
て
い
る
夫
婦

○
申
請
日
以
前
に
夫
婦
の
一
方

ま
た
は
双
方
が
1
年
以
上
栃
木

市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方

○
医
療
保
険
の
加
入
者

○
市
税
の
滞
納
が
な
い
方

※
申
請
方
法
な
ど
の
詳
細
は
問

合
先
へ

◆
問
合
先

本 

保
険
医
療
課 

☎
（21）

2
1
3
7

井
戸
水
使
用
世
帯
の
方
へ

下
水
道
使
用
料
・
農
業
集
落
排

水
施
設
使
用
料
の
お
知
ら
せ

◎
下
水
道
使
用
料

　
下
水
道
を
利
用
し
て
い
る
世

帯
で
井
戸
水
を
使
用
し
て
い
る

場
合
は
、
使
用
人
数
に
よ
り
下

水
道
使
用
料
が
決
ま
り
ま
す
。

人
数
が
変
更
に
な
っ
た
と
き
は
、

人
数
の
変
更
届
の
提
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
井
戸
水
の

使
用
を
新
た
に
開
始
ま
た
は
中

止
し
た
と
き
は
、
使
用
水
の
変

引
き
続
き
在
学
予
定
の
方
へ
は
、

3
月
下
旬
に
基
礎
年
金
番
号
等

の
印
字
さ
れ
た
学
生
納
付
特
例

申
請
書
（
ハ
ガ
キ
形
式
）
が
送

付
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
返

送
し
た
方
は
、
窓
口
で
の
申
請

は
不
要
で
す
。

◎
付
加
保
険
料
が
お
得
で
す

　「
付
加
保
険
料
」
は
、
国
民

年
金
保
険
料
（
平
成
28
年
度
は

月
額
1
万
6
，
2
6
0
円
）
に
、

月
額
4
0
0
円
を
上
乗
せ
し
て

納
め
る
こ
と
で
、
受
給
す
る
年

金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る

を
保
護
し
、「
な
り
す
ま
し
」
に

よ
る
証
明
書
等
の
不
正
な
取
得

を
防
止
す
る
た
め
、
税
務
証
明

等
を
請
求
さ
れ
る
場
合
は
本
人

確
認
の
実
施
や
委
任
状
の
提
出

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
本
人
確
認

　
官
公
署
等
が
発
行
す
る
、
顔

写
真
付
き
の
証
明
書
（
運
転
免

許
証
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
お
持
ち

で
な
い
場
合
は
、
健
康
保
険
証
、

年
金
手
帳
な
ど
で
本
人
確
認
を

し
ま
す
。

※
業
務
等
で
頻
繁
に
証
明
書
発

行
の
申
請
を
行
う
方
も
そ
の
都

度
確
認
し
ま
す
。

※
司
法
書
士
補
助
者
の
方
は
、

司
法
書
士
の
補
助
者
証
を
提
示

く
だ
さ
い
。

※
法
人
の
証
明
書
の
請
求
の
場

合
、
窓
口
に
来
る
従
業
員
の
方

の
名
義
で
の
請
求
と
な
り
ま
す
。

従
業
員
の
方
ご
自
身
の
証
明
書

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
委
任
状

　
ご
本
人
以
外
の
代
理
の
方
が

請
求
さ
れ
る
場
合
は
、
委
任
状

を
用
意
し
、
代
理
の
方
の
身
分

証
明
書
等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
別
世
帯
の
ご
家
族
、
法
人
の

役
員
、
従
業
員
も
代
理
人
と
な

り
ま
す
の
で
、
委
任
状
が
必
要

で
す
（
法
人
の
所
在
証
明
書
を

除
く
）。

※
委
任
状
は
、
必
ず
ご
本
人
が

署
名
・
押
印
（
法
人
の
場
合
は

代
表
者
の
署
名
及
び
代
表
者
の

印
鑑
の
押
印
）
し
て
く
だ
さ
い
。

※
栃
木
市
在
住
で
申
請
者
と
住

民
票
上
同
じ
世
帯
の
方
は
、
委

任
状
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
問
合
先

本 

市 

民 

税 

課 

☎
（21）

2
2
6
1

◎
学
生
納
付
特
例

　
学
生
で
、
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
、
申
請
を
す
る
と
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。

◆
申
請
方
法

　
年
金
手
帳
、
学
生
証
（
写
し

可
・
学
生
証
の
両
面
が
必
要
と

な
り
ま
す
）ま
た
は
在
学
証
明
書
、

印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
、
本 

保

険
医
療
課
お
よ
び
各
総
合
支
所

窓
口
へ
。

※
27
年
度
に
学
生
納
付
特
例
が

承
認
さ
れ
た
方
で
、
28
年
度
も

更
の
届
出
が
必
要
で
す
。

◎
農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料

　
農
業
集
落
排
水
を
利
用
し
て

い
る
世
帯
は
使
用
人
数
に
よ
り

農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料
が

決
ま
り
ま
す
。
人
数
が
変
更
に

な
っ
た
と
き
は
、
人
数
の
変
更

届
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
西
方
地
域
で
は
、水
道
水
（
市

水
）
だ
け
を
使
用
し
て
い
る
世

帯
は
変
更
届
の
提
出
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
井
戸
水
の
使
用

を
新
た
に
開
始
ま
た
は
中
止
し

た
と
き
は
、
使
用
水
の
変
更
の

届
出
が
必
要
で
す
。

◆
問
合
先

本 

下
水
道
業
務
課

 

☎
（21）

2
4
1
8

自
動
車
税（
県
税
）
／

軽
自
動
車
税（
市
税
）

納
税
通
知
書
の
発
送

　
軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は
5

月
31
日
（
火
）
で
す
。
納
期
限

内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
車
い
す
移
動
車
等
構
造
改
造

車
・
心
身
障
が
い
者
の
方
に
は
、

一
定
の
条
件
の
も
と
申
請
に
よ

り
軽
自
動
車
税
が
減
免
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
減
免
申
請

の
受
付
は
5
月
31
日
（
火
）
ま

で
で
す
。
納
税
通
知
書
が
届
き

ま
し
た
ら
お
早
め
に
申
請
く
だ

さ
い
。

◆
発
布
日

軽
自
動
車
税 

5
月
10
日
（
火
）

自
動
車
税 

5
月
2
日
（
月
）

◆
問
合
先

〇
自
動
車
税
（
県
税
）

県
税
事
務
所 

☎
（23）

3
4
1
1

〇
軽
自
動
車
税
（
市
税
）

本 

市
民
税
課 

☎
（21）

2
2
6
1

ご
協
力
く
だ
さ
い

税
務
証
明
窓
口
で
の「
本
人
確

認
」と
代
理
人
の「
委
任
状
」

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
個
人
情
報

制
度
で
す
。

※
国
民
年
金
基
金
と
の
併
用
加

入
は
で
き
ま
せ
ん
。

〈
例
〉
付
加
保
険
料
を
10
年
間
納

付
し
た
場
合

付
加
保
険
料
の
納
付
額
：

4
0
0
円
×
12
月
×
10
年

=

4
万
8
，
0
0
0
円

　
　
　
←

毎
年
の
付
加
年
金
額
：

2
0
0
円
×
12
月
×
10
年

=

2
万
4
，
0
0
0
円

※
10
年
間
計
4
万
8
，
0
0
0

円
の
付
加
保
険
料
額
を
収
め

る
だ
け
で
、
毎
年
2
万
4
，

0
0
0
円
の
付
加
年
金
が
老
齢

基
礎
年
金
に
上
乗
せ
し
て
受
け

取
れ
、
大
変
お
得
で
す
。

◆
申
込
先

　
本 

保
険
医
療
課
及

び
各
総
合
支
所
窓
口

◆
問
合
先

本 

保
険
医
療
課 

☎
（21）

2
1
3
4

不
妊
治
療
費
助
成
制
度
・

不
育
症
治
療
費
制
度
の

お
知
ら
せ

◎
不
妊
治
療
費
助
成
制
度

　
国
内
の
医
療
機
関
に
お
い
て

不
妊
治
療
を
受
け
た
夫
婦
に
対

し
て
補
助
を
し
ま
す
。

◆
助
成
回
数

　
1
年
度
1
回
／
子
一
人
に
つ

き
通
算
5
回
ま
で
（
合
併
前
の

旧
市
町
で
申
請
を
行
っ
た
回
数

も
含
む
）

◆
助
成
金
額

　
医
療
保
険
適
用
外
治
療
費
の

2
分
の
1
の
額
。
た
だ
し
栃
木

県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

等
の
対
象
と
な
る
場
合
は
治
療

費
か
ら
助
成
額
を
差
し
引
い
た

額
の
2
分
の
1
（
限
度
額
は
1

年
度
15
万
円
／
治
療
開
始
日
が

3
月
31
日
以
前
の
方
は
10
万
円
）

◆
申
請
期
限
　
医
師
が
証
明
し

た
治
療
期
間
の
最
終
日
の
属
す

る
年
度
の
翌
年
度
末

◎
不
育
症
治
療
費
助
成
制
度

ご
利
用
く
だ
さ
い

木
造
住
宅
の
耐
震
補
助
制
度

　
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
よ
り

一
層
促
進
す
る
た
め
、
木
造
住

宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
（
耐

震
建
替
え
）
に
要
し
た
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

〇
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

　
自
己
負
担
額
な
し
（
※
た
だ

し
、住
宅
の
図
面
が
な
い
場
合
は
、

面
積
に
応
じ
て
別
途
費
用
が
か

か
り
ま
す
）

〇
木
造
住
宅
の
補
強
計
画
策
定

　
補
助
限
度
額
8
万
円
（
補
強

計
画
策
定
費
用
の
3
分
の
2
以

内
）

〇
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修

　
補
助
限
度
額
1
0
0
万
円（
耐

震
改
修
費
用
の
2
分
の
1
以
内
）

〇
木
造
住
宅
の
耐
震
建
替
え

　
補
助
限
度
額
60
万
円
（
耐
震

改
修
費
用
相
当
分
の
2
分
の
1

以
内
）

◆
補
助
対
象
住
宅

　
昭
和
56
年

5
月
31
日
以
前
に
建
て
ら
れ
た
、

賃
貸
を
目
的
と
し
な
い
木
造
2

階
建
て
以
下
の
住
宅
（
住
宅
以

外
の
部
分
の
床
面
積
が
延
床
面

積
の
2
分
の
1
以
下
の
併
用
住

宅
を
含
む
）

※
そ
の
他
一
定
の
要
件
が
あ
り

ま
す
の
で
詳
細
は
問
合
先
へ

◆
問
合
先

本 

建
　

築
　

課 

☎
（21）

2
4
4
1

栃木市の産業振興施策のご案内
　市では、各産業分野の支援施策として、下記メニューをご用意しておりますので、ご活用ください。詳細は各担当課へ。

経営安定支援 商店街活性化支援 産業財産権取得支援 就農支援 企業立地支援　企業立地促進事業
経営支援事業 空き店舗活用促進事業 産業財産権取得支援事業 新規就農サポート事業 立地奨励金 用地取得奨励金

概
要

栃木県産業振興セ
ンター「専門家派
遣事業（中小企業
診 断 士、 技 術 士
等）」を利用した
際の経費を補助

店舗の改修・家賃及び出
店後の専門家相談に係る
経費の一部を補助

特許権・実用新案権な
ど産業財産権の取得に
要した経費の一部を補
助

新たに就農する者を対
象に、就農に係る経費
の一部を補助

立地操業後に、立地のため
に取得した土地・家屋・償
却資産にかかる固定資産税
及び都市計画税相当額を奨
励金として交付

立地操業後に、
宇都宮西中核工
業団地の用地取
得額の10パーセ
ントを奨励金と
して交付

限
度
額
・
補
助
率
等

「専門家派遣事業」
に要する企業が負
担する経費の全額。

（派遣1回につき1
万6千円、年度内
に4回まで利用可
能、 最 大6万4千
円）

改修：対象経費の1/2に
相当する額（上限100万
円）。
家 賃： 12か 月 分 の1/2
に相当する額（上限50
万円）。
専門家：対象経費の1/2
に相当する額（上限1万
6千円。5回まで）。

対象経費の2/3の額（特
許権：限度額50万円、
実用新案権、意匠権及
び商標権：限度額10万
円)
対象経費：出願料、出
願審査請求料、出願の
ために弁理士に支払っ
た費用

補助額上限30万円。 ○交付額：立地のために取
得した土地・家屋・償却資
産にかかる固定資産税及び
都市計画税相当額
○限度額：交付期間（5年ま
たは2年）において上限3億
円

宇都宮西中核工
業団地の用地取
得額の10パーセ
ントを交付額

補
助
対
象

栃木県産業振興セ
ンター「専門家派
遣事業」の採択を
受けた中小企業者

市内の対象地域の空き店
舗を活用し創業するもの。

・市内に主たる事業所を
有し、引き続き1年以上
事業を営んでいる中小
企業者
※産業財産権を取得後、
6か月以内に限る。

・満40歳以下の方
・市内に3年以上住所
があり、現在住所を有
し、今後1年にわたり
居住する見込みの者
・市内において農業に
新規就農し、栃木県及
び市において、新規就
農者であることを認め
られた者　等

対象：物品の製造、加工、
修理、販売を行う施設、物流、
情報サービス、研究開発を
行う施設
対象地域：①市内の産業団
地、工業団地②用途地域③
それ以外の地域（①②の交
付期間は5年、③の交付期間
は2年）
要件：①投下固定資産額が1
億円以上（物品の販売を行
う施設は2億円以上）である
こと ②栃木市に住所を有す
る常時雇用の従業員が5人以
上（物品の販売を行う施設
は10人以上）であること ③
用地取得から5年以内に操業
を開始すること

・立地奨励金の
交付要件を満た
すこと
・栃木県土地開
発公社から用地
を取得すること

担当課 本 商工振興課　☎（21）2508・2372 本 農業振興課
☎（21）2381

本 産業基盤整備課
☎（21）2376

大掃除のお知らせ

みんなで協力　きれいな街づくり

5月13日（金） 春の大掃除を行
いますので、ご
協力をお願いし
ます。

5月15日（日）
各事業所
学 校
官 公 署

各 家 庭

8２０１６（平成２８）年４月２５日　発行 各課からのお知らせ広報とちぎ　５月号



後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

保
険
料
率
の
お
知
ら
せ

　
平
成
28
・
29
年
度
の
保
険
料

率
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り
ま

す
（
平
成
26
・
27
年
度
と
変
更

あ
り
ま
せ
ん
）。

●
均
等
割
額

 

4
3
，
2
0
0
円

●
所
得
割
率 

8
・
54
％

※
保
険
料
の
軽
減
措
置
は
、
平

成
27
年
度
に
行
わ
れ
た
措
置
が

継
続
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
5

割
・
2
割
軽
減
措
置
に
つ
い
て
は
、

軽
減
の
対
象
と
な
る
所
得
の
基

準
が
拡
充
さ
れ
ま
す
。

◆
問
合
先

栃
木
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合

☎
0
2
8－

6
2
7－

6
8
0
5

重
度
障
が
い
者（
児
）の

日
常
生
活
用
具
助
成
に

大
活
字
図
書
を
追
加

　
在
宅
の
重
度
障
が
い
者
（
児
）

の
日
常
生
活
の
利
便
性
を
図
る

た
め
に
行
っ
て
い
る
日
常
生
活

用
具
費
一
部
助
成
の
う
ち
、
視

覚
障
が
い
の
品
目
に
、
新
た
に

大
活
字
図
書
を
加
え
ま
し
た
。

詳
細
は
問
合
先
へ
。

◆
問
合
先

本 

障
が
い
福
祉
課

 

☎
（21）

2
2
0
3

平
成
28
年
度
高
齢
者

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

　
市
で
は
、
65
歳
以
上
の
ひ
と

り
暮
ら
し
・
高
齢
者
の
み
の
世

帯
等
で
食
材
の
確
保
・
調
理
が

困
難
な
方
を
対
象
に
、
昼
食
を

お
届
け
し
、
あ
わ
せ
て
安
否
の

確
認
を
行
う「
高
齢
者
配
食
サ
ー

ビ
ス
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
の
委
託
業
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。
利
用
方
法
な

ど
の
詳
細
は
、
問
合
先
へ
。

・ 

委
託
期
間

　
平
成
28
年
4
月

高
齢
者
実
態
調
査

　
高
齢
者
の
実
態
把
握
や
緊
急

時
等
に
対
応
す
る
た
め
の
調
査

を
行
い
ま
す
。
5
〜
6
月
の
調

査
期
間
中
は
、
各
地
域
の
民
生

委
員
が
、
市
内
の
65
歳
以
上
の

ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯
や
高
齢
者

世
帯
に
、直
接
調
査
に
伺
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
合
先

本 

高
齢
福
祉
課 

☎
（21）

2
2
4
2

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
状
況
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

　
平
成
21
年
か
ら
す
べ
て
の
住

宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
か
ら
、

す
で
に
6
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

本
市
で
の
普
及
率
や
維
持
管
理

状
況
を
確
認
す
る
た
め
に
、
5

月
1
日
（
日
）
〜
25
日
（
水
）

ま
で
の
期
間
、
消
防
職
員
が
直

接
住
宅
に
出
向
き
、
5
分
程
度

の
口
頭
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
へ

の
協
力
は
任
意
で
す
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
消
防
職
員
は
消
防
車
両
で
出

向
き
、
職
員
証
を
携
帯
し
て
い

ま
す
。
そ
の
際
に
消
火
器
や
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
販
売
、
点

検
を
行
っ
た
り
、
金
銭
を
要
求

す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
問
合
先

市
消
防
本
部
予
防
課

 

☎
（22）

0
1
1
9
（
代
）

教
科
書
選
定
会
議
・

教
科
書
展
示
会

◇
平
成
29
年
度
使
用
小
・
中
学

校
特
別
支
援
学
級
用
教
科
書
選

定
に
関
す
る
会
議

①
5
月
24
日
（
火
）
14
時
〜
15

時
30
分

吹
上
公
民
館
（
吹
上
町
）

「
採
択
の
方
針
に
つ
い
て
」

②
7
月
15
日
（
金
）
14
時
〜
15
時

◆
補
助
額

　
3
万
円
ま
た
は
経

費
の
9
割
の
額
の
い
ず
れ
か
低

い
額

◆
申
込
み

　
申
請
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
必
要
書
類
を

添
え
て
問
合
先
へ
。

◆
問
合
先

健 

康 

増 

進 

課 

☎
（25）

3
5
1
2

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

の
お
知
ら
せ

　
現
在
、
65
歳
以
上
の
方
は
、

平
成
26
〜
30
年
ま
で
の
経
過
措

置
に
よ
り
、
1
人
1
回
該
当
年

度
に
費
用
の
助
成
を
受
け
て
接

種
で
き
ま
す
。

◆
平
成
28
年
度
の
対
象
者

　
過
去
に
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

の
接
種
歴
の
無
い
方
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
あ
て
は
ま
る
方
、

・ 

平
成
28
年
4
月
2
日
〜
平
成

29
年
4
月
1
日
ま
で
の
間
に
、

誕
生
日
を
迎
え
て
次
の
年
齢
と

な
る
方
。

　
65
歳
、70
歳
、75
歳
、80
歳
、85

歳
、90
歳
、95
歳
、1
0
0
歳

・ 

60
〜
64
歳
で
、
心
臓
・
腎
臓
・

呼
吸
器
の
機
能
に
自
己
の
身
辺

の
日
常
生
活
が
極
度
に
制
限
さ

れ
る
程
度
の
障
が
い
を
有
す
る

方
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
日

常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な

程
度
の
障
が
い
を
有
す
る
方（
参

考
：
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
程

度
の
方
）

◆
接
種
期
間

　
4
月
1
日
〜
平

成
29
年
3
月
31
日

◆
助
成
金
額

　
5
，
7
0
0
円

（
残
り
は
自
己
負
担
）

◆
受
け
方

①
問
合
先
へ
電
話
す
る
か
、
健

康
増
進
課
ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
生
活
課
窓
口
へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
予
診
票
を
発
行
し

ま
す
。

②
市
内
協
力
医
療
機
関
に
予
約

を
し
、
接
種
当
日
は
予
診
票
に

本 

教
育
総
務
課 

☎
（21）

2
4
6
4

◎
小
学
校
へ
の
誘
拐
事
件
防
止

看
板
の
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た

　
栃
木
さ
く
ら
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
様
よ
り
、
市
内
全
小
学
校

へ
児
童
を
誘
拐
事
件
か
ら
守
る

た
め
、
防
犯
標
語
看
板
を
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
校

の
正
門
や
死
角
と
な
り
や
す
い

場
所
に
設
置
し
ま
す
。

◆
問
合
先

本 

教
育
総
務
課 

☎
（21）

2
4
6
4

◎
地
域
福
祉
基
金
へ
寄
附
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
福
祉
の
増
進
に
役
立
て
て
ほ

し
い
と
、
地
域
福
祉
基
金
へ
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・ 

コ
マ
ツ
小
山
工
場
O
B
会
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
様

 

1
万
円

◆
問
合
先

本 

福
祉
総
務
課 

☎
（21）

2
2
0
2

募
　
集

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

委
員
募
集

　
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
の
被
保
険
者
を
代
表
す
る
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
人
数
　

6
人
（
原
則
と

し
て
男
性
3
名
、
女
性
3
名
）

◆
任
期
　

7
月
1
日
〜
平
成
30

年
6
月
30
日
（
2
年
間
）

◆
資
格

　
次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方

①
20
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方

②
栃
木
市
国
保
の
被
保
険
者
で
、

か
つ
、
今
後
2
年
以
上
被
保
険

者
で
あ
る
見
込
み
の
方

③
国
保
の
運
営
に
関
心
が
高
く
、

協
議
会
の
会
議
に
出
席
で
き
る

方④
国
民
健
康
保
険
税
に
滞
納
の

な
い
方

⑤
2
つ
以
上
の
審
議
会
等
の
委

員
を
兼
務
し
て
い
な
い
方

1
日
〜
平
成
29
年
3
月
31
日

◆
問
合
先

本 

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

 

☎
（21）

2
2
4
4

医
療
用
ウ
イ
ッ
グ
購
入
費
用
の

補
助

◆
対
象

　
抗
が
ん
剤
治
療
に
伴

う
脱
毛
に
よ
り
医
療
用
ウ
イ
ッ

グ
が
必
要
な
方
で
、
平
成
28
年

4
月
以
降
に
購
入
し
た
方
。

◆
必
要
書
類

・ 

抗
が
ん
剤
治
療
を
受
け
て
い

る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
（
お

薬
手
帳
や
診
療
明
細
書
な
ど
）

・ 

ウ
イ
ッ
グ
購
入
の
領
収
書

・ 

本
人
確
認
が
で
き
る
書
類（
運

転
免
許
証
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
な
ど
）

・ 

振
込
先
口
座
が
確
認
で
き
る

書
類
（
通
帳
の
写
し
な
ど
）

※
申
請
書
は
健
康
増
進
課
（
栃

木
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）、
各

総
合
支
所
市
民
生
活
課
に
設
置
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
。

吹
上
公
民
館
（
吹
上
町
）

「
教
科
書
の
調
査
」

③
7
月
21
日（
木
）14
時
〜
15
時

大
平
公
民
館
（
大
平
町
蔵
井
）

「
選
定
」

※
会
議
は
公
開
で
す
が
、
選
定

議
決
は
非
公
開
で
す
。
選
定
結

果
は
、
選
定
委
員
会
終
了
後
に

口
頭
で
公
表
し
ま
す
。

◇
平
成
28
年
度
に
使
用
す
る
小
・

中
学
校
用
教
科
書
、
平
成
29
年

度
に
使
用
す
る
小
･
中
学
校
特

別
支
援
学
級
用
教
科
書
展
示
会

○
期
間

　
6
月
17
日（
金
）
〜
7

月
6
日（
水
）※
土
・
日
除
く

○
場
所

　
栃
木
教
科
書
セ
ン
タ
ー

（
栃
木
南
中
学
校
内
／
本
町
）

※
ど
な
た
で
も
入
場
可

◆
問
合
先

本 

学
校
教
育
課 

☎
（21）

2
4
7
5

75
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
方
へ

　
75
歳
の
誕
生
日
か
ら
は
、
そ

れ
ま
で
加
入
し
て
い
た
健
康

保
険
を
脱
退
し
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
75
歳
の
誕
生
日

前
に
『
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証
』
を
郵
送
し
ま
す
。
ま

た
、後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

加
入
者
（
被
保
険
者
）
全
員
に

保
険
料
の
負
担
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
保
険
料
に
関
す
る
通

知
は
、
誕
生
月
の
翌
月
以
降
に

郵
送
し
ま
す
。

◆
問
合
先

本 

保
険
医
療
課 

☎
（21）

2
1
3
7

寄
附
の
御
礼

◎
四
季
桜
の
寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　
栃
木
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
よ

り
、
市
内
小
中
学
校
6
校
へ
四
季

桜
の
苗
木
10
本
の
寄
附
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も
美
し
い

花
が
見
ら
れ
る
よ
う
学
校
で
大
事

に
育
て
て
い
き
ま
す
。

◆
問
合
先

記
入
の
う
え
、
医
療
機
関
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

※
何
ら
か
の
理
由
で
市
外
の
医
療

機
関
で
受
け
る
場
合
に
は
事
前
に

問
合
先
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
生
活
保
護
世
帯
に
属
す
る
方

は
、
接
種
後
に
申
請
す
る
こ
と

で
、自
己
負
担
額
分
の
助
成
（
上

限
あ
り
）
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◆
問
合
先

健 

康 

増 

進 

課 

☎
（25）

3
5
1
1

市
内
の
事
業
所
・
企
業
の
皆
さ

ん
へ
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
6
月
1
日
現
在
で
の
全
国
す

べ
て
の
事
業
所
と
企
業
を
対
象

に
「
平
成
28
年
経
済
セ
ン
サ
ス

―
活
動
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
票
は
、
5
月
末
日
ま
で
に

市
内
の
事
業
所
・
企
業
に
お
届

け
し
ま
す
。

　
調
査
票
に
書
か
れ
た
内
容
は

「
統
計
法
」
に
よ
り
厳
し
く
秘

密
が
守
ら
れ
、
統
計
以
外
の
目

的
に
は
絶
対
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

調
査
の
結
果
は
、
社
会
経
済
の

発
展
を
支
え
る
基
礎
資
料
と
し

て
広
く
活
用
さ
れ
ま
す
。
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
合
先

本 

総
合
政
策
課 

☎
（21）

2
3
0
6

国
民
生
活
基
礎
調
査

　
6
月
と
7
月
の
2
回
に
渡
り

国
民
生
活
基
礎
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
今
回
調
査
対
象
と
な
っ

て
い
る
地
区
に
は
、
栃
木
県
知

事
が
発
行
し
た
身
分
証
を
携
帯

し
た
調
査
員
が
、
直
接
お
宅
に

調
査
の
お
願
い
に
伺
い
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
電
話
等
で
調
査
内
容
を
お
聞

き
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
問
合
先

栃
木
県
健
康
増
進
課

☎
0
2
8－

6
2
3－

3
0
9
4

◆
内
容

　
国
保
運
営
に
関
す
る

重
要
事
項
に
つ
い
て
審
議
す
る
。

◆
報
酬

　
8
，0
0
0
円（
日
額
）

◆
選
考

　
応
募
者
（
自
薦
・
他

薦
不
問
）
の
う
ち
、
応
募
資
格

に
該
当
す
る
方
の
中
か
ら
選
考
。

◆
申
込
・
問
合
先

　
5
月
27
日
（
金
）
ま
で
に
応

募
用
紙
（
本 

保
険
医
療
課
及

び
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
に

あ
り
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
委
員

と
し
て
の
抱
負
（
2
0
0
字
程

度
）と
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

郵
送
、
F
A
X
ま
た
は
メ
ー
ル

で
本 

保
険
医
療
課
（
〒
3
2
8

－

8
6
8
6
☎

（21）
2
1
3
1
／

FAX
（21）
2
6
7
9
／

 hoken@
city.tochigi.lg.jp

）
へ

栃
木
市
消
費
生
活
審
議
会
委
員

の
募
集

　
市
民
の
消
費
生
活
の
安
定
及

び
向
上
に
関
す
る
必
要
な
事
項

を
調
査
審
議
す
る
た
め
の
公
募

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

◆
定
員
　
若
干
名
（
選
考
の
う

え
決
定
）

◆
任
期
　

7
月
1
日
か
ら
2
年
間

◆
対
象
　
市
内
在
住
で
消
費
生

活
に
関
心
が
あ
り
、
博
識
の
あ

る
方

◆
内
容
　
消
費
生
活
基
本
計
画

に
関
し
て
の
調
査
審
議
等

◆
報
酬

　
4
，0
0
0
円（
日
額
）

◆
応
募
方
法

　
5
月
30
日
（
月
）

ま
で
に
応
募
用
紙
（
問
合
先
に

あ
り
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
直
接
、
郵
便
、

F
A
X
に
て
問
合
先
へ
。

◆
問
合
先

本 

市
民
生
活
課 

☎
（21）

2
1
2
1

FAX
（21）

2
6
7
8

〒
3
2
8－

8
6
8
6（
住
所
不

要
）栃
木
市
役
所

　
市
民
生
活
課

あ
て

栃木 大平 藤岡 都賀 西方 岩舟
（株）金時給食センター ○ ○ ○ ○ ○
（有）ききょう ○
このひら配食サービス ○ ○ ○
（社福）スイートホーム ○
栃木市社会福祉協議会西方支所 ○
新味紀行（株） ○ ○ ○
（株）サンマート（セブンイレブン） ○ ○
（株）シルバーライフ（まごころ弁当栃木中央店） ○
（株）シニアライフクリエイト（宅配クック123栃木店） ○ ○ ○ ○ ○

広報とちぎ　５月号 ２０１６（平成２８）年４月２５日　発行9 各課からのお知らせ・募集



男
女
共
同
参
画

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

◆
応
募
資
格

　
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方

◆
募
集
内
容

○
男
女
共
同
参
画
を
題
材
と
し

た
未
発
表
の
作
品
（
カ
ラ
ー
プ

リ
ン
ト
2
L
サ
イ
ズ
）

※
入
賞
者
に
記
念
品
贈
呈
。
作

品
は
、
男
女
共
同
参
画
広
報
紙

「
き
ら
ら
と
ち
ぎ
」
掲
載
や
公
共

施
設
へ
の
展
示
な
ど
啓
発
に
使

用
し
ま
す
。

◆
申
込
・
問
合
先

　
5
月
23
日
（
月
）
必
着
で
作

品
と
応
募
用
紙（
問
合
先
に
あ
り
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
を
直
接
ま
た
は
郵

送
（
本
庁
舎
2
階
／
〒
3
2
8－

8
6
8
6
（
住
所
不
要
）
栃
木

市
役
所
　
人
権
・
男
女
共
同
参

画
課
／
☎
（21）
2
1
6
2
）
へ

戦
時
中
の
体
験
を

お
話
い
た
だ
け
る
方
の
募
集

　
市
で
は
戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和

の
尊
さ
を
後
世
ま
で
伝
え
平
和
へ

の
認
識
を
深
め
る
た
め
、
非
核
平

和
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
終

戦
か
ら
71
年
が
経
過
し
、
戦
争

を
知
ら
な
い
世
代
が
増
え
て
い
る

現
在
、
戦
時
中
の
体
験
談
は
大

変
貴
重
な
財
産
で
す
。
そ
の
貴

重
な
人
材
の
把
握
に
努
め
、
今
後

の
非
核
平
和
事
業
推
進
の
参
考

と
す
る
た
め
、
戦
争
体
験
語
り
部

登
録
簿
に
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
申
込
み

　
5
月
13
日
（
金
）

ま
で
に
「
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
戦
時
中
の
体
験
の
内
容
」

を
明
記
の
う
え
、
本 

総
務
課
ま

で
郵
送
ま
た
は
F
A
X
に
て
。

◆
問
合
先

本 

総
　

務
　

課 

☎
（21）

2
3
4
2

FAX
（21）

2
6
7
4

〒
3
2
8－

8
6
8
6
（
住
所
不

要
）栃
木
市
役
所

　
総
務
課
あ
て

環
境
と
視
点
〜
共
感
で
き
る
社

会
に
向
か
っ
て
〜

講
師
：
宮
城
県
教
育
庁
教
諭 

遠

藤
則
靖
氏

※
託
児
な
し

◆
日
時

　
5
月
27
日
（
金
）　
13

時
30
分
〜
15
時

◆
場
所

　
こ
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
（
城
内
町
2
丁
目
）

◆
対
象

　
市
内
在
住
の
方

◆
定
員

　
40
人
程
度
（
先
着
順
）

◆
参
加
費

　
無
料

◆
申
込
み

　
5
月
20
日
（
金
）

ま
で
に
電
話
で
問
合
先
へ

◆
問
合
先

こ
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

 

☎
（20）

7
7
0
5

足
に
も
環
境
に
も
優
し
い

布
ぞ
う
り
作
り

◆
日
時

　
5
月
24
日
（
火
）

13
時
20
分
〜
16
時

◆
場
所

　
厚
生
セ
ン
タ
ー
（
旭
町
）

◆
定
員
　
20
人

◆
参
加
費
　
無
料
（
布
と
は
さ

み
持
参
）

◆
申
込
み

　
5
月
6
日
（
金
）

〜
13
日
（
金
）

◆
問
合
先

厚
生
セ
ン
タ
ー
（
本 

人
権
・
男

女
共
同
参
画
課
）

 

☎
（24）

2
4
4
4

健
康
あ
っ
ぷ
講
座

　「
運
動
」「
栄
養
」「
歯
科
」
が

セ
ッ
ト
に
な
っ
た
6
回
で
1

コ
ー
ス
の
教
室
で
す
。

◆
日
時

　
運
動
編
：
6
月
6
日

（
月
）、
20
日
（
月
）、
7
月
4
日

（
月
）、
14
日
（
木
）、
28
日
（
木
）

9
時
30
分
〜
11
時
／
栄
養
・
口

腔
編
：
6
月
15
日
（
水
）　
9
時

30
分
〜
14
時
30
分

◆
場
所
　
岩
舟
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
遊
楽
々
館
）

◆
対
象

　
64
歳
以
下
の
方

催
　
し

市
内
を
巡
っ
て
新
し
い
発
見

〝
栃
木
の
と
ち
ぎ
交
流
事
業
“

　
市
内
各
地
の
名
所
な
ど
を
巡

る
バ
ス
ツ
ア
ー
で
、
栃
木
市
の

魅
力
を
再
発
見
し
ま
し
ょ
う
。

◆
コ
ー
ス

　
渡
良
瀬
遊
水
地（
見

学
）
⇩
道
の
駅
み
か
も
（
昼
食
）

⇩
み
か
も
山
公
園
（
自
由
散
策
：

フ
ラ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン
券
付
）

※
雨
天
時
は
と
ち
ぎ
花
セ
ン

タ
ー
等
見
学

◆
日
時

　
5
月
23
日
（
月
）
9

時
〜
16
時

◆
対
象

　
市
内
在
住
の
方

◆
定
員

　
25
人
（
先
着
順
）
※

申
込
み
は
1
組
2
人
ま
で
。
補

助
席
に
な
る
場
合
あ
り
。

◆
参
加
費
　

2
，0
0
0
円
（
昼

食
代
、
見
学
料
含
む
）
※
歩
き

や
す
い
服
装
で
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
集
合
場
所

　
旧
栃
木
市
役
所

庁
舎
前
駐
車
場

◆
申
込
み

　
5
月
9
日
（
月
）

9
時
〜
13
日
（
金
）

◆
問
合
先

本 

地
域
づ
く
り
推
進
課

 

☎
（21）

2
3
3
2

第
10
回
皆
川
地
区

ふ
れ
あ
い
農
業
体
験
春
の
部

　
農
を
通
し
て
ふ
れ
あ
い
な
が

ら
、
の
ん
び
り
し
た
田
舎
の
時

間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
?

・ 

春
の
部
（
5
月
29
日
）
田
植
え
、

さ
つ
ま
苗
植
え
、
い
ち
ご
狩
り

・ 

秋
の
部
（
10
月
2
日
）
稲
刈
り
、

さ
つ
ま
掘
り
、
餅
つ
き

・ 

冬
の
部
（
11
月
20
日
・
27
日
）

炭
焼
き
体
験

◆
日
時

　
5
月
29
日
（
日
）
8

時
45
分
〜
14
時
30
分
（
雨
天
決

行
）
他
の
日
程
は
後
日
連
絡

◆
場
所

　
皆
川
公
民
館
と
周
辺

の
ほ
場

◆
定
員

　
40
人
（
先
着
順
）

ラ
ブ
ル
!

○
終
活
セ
ミ
ナ
ー

◆
日
時

　
①
6
月
16
日
、②
23
日
、

③
30
日
（
全
日
木
曜
日
／
全
3

回
）
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◆
内
容

　
①
楽
し
い
シ
ニ
ア
ラ

イ
フ
の
過
ご
し
方
②
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
け
て

み
よ
う
!
（
認
定
証
発
行
）
③

実
技
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

の
作
成
」

○
和
太
鼓
を
、叩
い
て
み
よ
う
!

◆
日
時

　
6
月
25
日
、
7
月

9
、
23
日
、
8
月
27
日
、
9
月

10
、
24
日
、
10
月
8
、
22
日
（
全

日
土
曜
日
／
全
8
回
）
17
時
30

分
〜
19
時
30
分

◆
場
所

　
こ
な
ら
館
（
栃
木
花

セ
ン
タ
ー
側
）

◆
講
師
　
武
蔵
太
鼓
代
表

入
居
者
募
集
情
報

☆
市
営
住
宅

○
平
井
市
営
住
宅

　
3
D
K

　
1
戸

☆
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
ス
カ

イ
ハ
イ
ツ
）（
申
込
み
は
所
得
月

額
48
万
7
千
円
ま
で
の
方
）

○
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
平
柳

　
3
L
D
K
（
78
・
45
平
方
m
）

　
1
戸

　
家
賃
6
万
9
千
円
／
月

　
3
D
K

　（
70
・
23
平
方
ｍ
）

　
1
戸

　
家
賃
6
万
5
千
円
／
月

○
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
川
原
田

　
3
D
K

　（
73
・
77
平
方
ｍ
）

　
2
戸

　
家
賃
6
万
6
千
円
／
月

※
駐
車
場
を
利
用
す
る
場
合
、
家

賃
の
他
に
駐
車
場
料
金
（
月

2
7
0
0
円
／
台
）が
か
か
り
ま
す
。

☆
共
通
事
項

◆
申
込
期
間
　

5
月
6
日
（
金
）

〜
11
日
（
水
）
8
時
30
分
〜
17

時
（
土
・
日
除
く
）

◆
入
居
日

　
6
月
1
日
（
水
）

※
入
居
資
格・条
件
等
、詳
細
は
左

記
へ（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

◆
問
合
先

本 

住
　

宅
　

課 

☎
（21）

2
4
5
2

声
の
広
報
・
点
字
版
広
報
の
利
用

　
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
を

対
象
に
、
広
報
と
ち
ぎ
な
ど
を

Ｃ
Ｄ
に
吹
き
込
ん
だ
「
声
の
広

報
」
や
点
字
版
の
広
報
と
ち
ぎ

な
ど
が
、
無
料
で
発
行
さ
れ
て

い
ま
す
。希
望
の
方
は
問
合
先
へ
。

○
声
の
広
報
（
月
１
回
）

協
力
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

・ 

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
あ

か
り

・ 

朗
読
グ
ル
ー
プ
い
ず
み

○
点
字
版
広
報
（
年
６
回
）

○
点
字
版
議
会
だ
よ
り
（
年
４

回
）

◆
問
合
先

本 

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

 

☎
（21）

2
3
1
8

本 

議
　

事
　

課 

☎
（21）

2
5
0
5

◆
定
員

　
20
人

◆
参
加
費

　
無
料

◆
申
込
み

　
5
月
16
日
（
月
）

〜
6
月
2
日
（
木
）

◆
問
合
先

健 

康 

増 

進 

課 

☎
（25）

3
5
1
2

岩
舟
公
民
館
講
座

◆
場
所

　
岩
舟
公
民
館

◆
対
象

　
ど
な
た
で
も

◆
参
加
費

　
無
料

◆
申
込
み

　
事
前
に
問
合
先
ま

で◎
今
年
度
開
催
講
座

○
学
び
の
広
場

◆
日
時

　
①
6
月
21
日
（
火
）

19
時
〜
20
時
②
7
月
20
日
（
水
）

15
時
〜
16
時

◆
内
容

　
①
防
災
対
策
に
つ
い

て
②
気
を
つ
け
よ
う
、
I
T
ト

◆
参
加
費

大
人 

2
，
0
0
0
円

小
学
生
以
下 

1
，
0
0
0
円

（
昼
食
・
お
土
産
付
／
未
就
学
児

は
無
料
）

◆
申
込
み

　
5
月
20
日
（
金
）

ま
で
※
全
3
回
参
加
者
に
皆
川

産
コ
シ
ヒ
カ
リ
10
㎏
と
炭
焼
き

用
炭
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

※
皆
川
地
区
街
づ
く
り
協
議
会

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
部
会
主

催◆
問
合
先

本 

農
業
振
興
課 

☎
（21）

2
3
8
3

寺
尾
米
づ
く
り
体
験
教
室

2
0
1
6
春
の
部

　
農
を
通
し
た
ふ
れ
あ
い
を
楽

し
み
な
が
ら
、
疲
れ
た
心
を
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
?

◆
内
容

　
田
植
え
、じ
ゃ
が
い
も

掘
り
、さ
つ
ま
植
え
、い
ち
ご
狩
り

※
参
加
者
に
後
日
詳
細
連
絡
。

農
作
物
の
生
育
状
況
等
で
内
容

変
更
の
場
合
あ
り
。

◆
日
時

　
5
月
29
日
（
日
）
9

時
30
分
〜
13
時
頃
（
雨
天
決
行
）

◆
場
所

　
寺
尾
公
民
館
と
周
辺

の
ほ
場
な
ど

◆
定
員

　
40
人
（
先
着
順
）

◆
参
加
費 
2
，
0
0
0
円

（
昼
食
・
お
土
産
付
／
未
就
学
児

は
無
料
）

◆
申
込
み

　
5
月
20
日（
金
）ま
で

※
寺
尾
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
部
会
主
催

◆
問
合
先

本 

農
業
振
興
課 

☎
（21）

2
3
8
4

講
　
座

こ
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

市
民
講
座

　
子
ど
も
の
成
長
発
達
を
地
域

で
支
え
る
環
境
づ
く
り
の
た
め

に
、
児
童
の
理
解
や
支
援
に
つ

い
て
学
び
ま
す
。

テ
ー
マ
：
子
ど
も
た
ち
を
育
む

上
敬
夫
氏

○
正
し
く
歩
く

　
デ
ュ
ー
ク
ズ
ウ
ォ
ー
ク

◆
日
時

　
6
月
13
、
27
日
、
7

月
11
日
（
全
日
月
曜
日
／
全
3

回
）
10
時
〜
12
時

◆
定
員

　
40
人

◆
講
師

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ス
タ

イ
リ
ス
ト

　
筒
旭
人
氏

○
女
性
講
座

◆
日
時

　
①
6
月
18
日
、
7
月

2
日
②
7
月
16
日
③
12
月
24
日

（
全
日
土
曜
日
）
13
時
30
分
〜
15

時
30
分

◆
内
容

　
①
護
身
術
②
メ
ー

キ
ャ
ッ
プ
③
正
月
用
「
生
け
花
」

◆
問
合
先

岩
舟
公
民
館 

☎
（55）

2
5
0
0

FAX
（55）

5
0
6
5

第106回市民ハイキング
時 6月5日（日）5時総合運動公園東側駐車場集
合出発場 美が原（長野県） 定 40人 費 1人6,000
円（指定口座へ振込（手数料別途）※詳細は参
加申込書を参照） 内 歩行時間：4時間～ 4時
間30分 申 5月9日（月）～ 20日（金）にスポー
ツ 振 興 課（ ☎（25）
0930）へ 問 栃木市体
育協会山岳部：渡辺
☎（27）0488、古内☎

（22）6584（19時以降）
第4回栃木市民陸上大会参加者募集
時 6月26日（日）8時30分開会式：9時競技開始

（雨天決行） 場 栃木市総合運動公園陸上競技
場 対 18歳以上の市内在住・在勤・在学の方 
費 1人1,000円（当日会場で納入） 内 種目（1人2
種目まで）：100m、1500m、3000m、5000m、
走幅跳、走高跳、砲丸投／参加区分（男女別）：
30歳以下、31 ～ 40歳、41歳以上／その他：
県民スポーツ大会（10月開催）の予選会を兼ね
る。また、当日は小・中学生の部も開催 申 6
月10日（金）まで所定の申込用紙にてスポーツ
振興課へ☎（25）0930 FAX（25）0935

スポーツ少年団登録
対 有資格指導者がいて団員数が 10人以上の
団体 費 指導者…1人につき 1,100円、団員…1
人につき 650円 申 5月31日（火）までにweb登
録システムにて登録申請 問 スポーツ振興課

（☎（25）0930）、大平、藤岡、都賀、西方、岩
舟の各スポーツ振興係へ※県及び日本スポー
ツ少年団の登録も兼ねます。
第16回全国障害者スポーツ大会選手募集
時 10月22日（土）～ 24日（月） 場 岩手県 対 4
月1日現在13歳以上で、県内に居住または県
内の施設に入所・通所・通学等をする身体
障がい者または知的障がい者（その他条件有） 
費 5,000円 内 募集競技：陸上、水泳、フラ
イングディスク、アーチェリー（身体障がい
者のみ）、卓球（サウンドテーブルテニスを含
む）、ボウリング（知的障がい者のみ） 申 障が
い者福祉施設を利用の方・特別支援学校等に
在学の方・栃木県手をつなぐ育成会に加入さ
れている方：各所属先へ／在宅の方：本 福
祉総務課☎（21）2202 FAX（21）2681 ／ 5月17日

（火）まで 問 本 福祉総務課☎（21）2202

時=日時　場=場所　対=対象　内=内容　費=費用
持=持ち物　定=定員　申=申込み　問=問合先
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時=日時 場=場所 対=対象
内=内容 費=費用 定=定員 
問=問合せ 申=申込み 

岩船山クリフステージ#16
時 5月1日（日）14時開場17時開演 場 岩
船山クリフステージ（岩船山採石場跡
地） 費 全席指定S席7,500円、A席6,500
円（当日券500円増） 内 出演：石井竜
也 他。雨天時は雨合羽等を用意くださ
い。栃木市後援 申 各プレイガイドに
てチケット発売中 問 NPO法人岩船山
クリフステージ☎（55）6988 URL    http://
www.cliff-stage.com
「おはようサイクリング」参加者募集
 時 5月1日～ 10月2日までの毎週日曜 6
時～ 7時 場 第二公園（旭町）集合 対 自
転車に乗れる方 費 年会費3,000円 内 第
二公園出発、目的地（約5km先）でラジ
オ体操をして戻ってくるママチャリ主
体のプログラム 問 栃木市サイクリン
グ協会：萩原☎090-9979-9744
藤岡ライオンズクラブ主催愛の献血
時 5月11日（水）10時～ 16時（12時～ 13
時休憩）場 ファミリーマート栃木藤岡
店（藤岡町藤岡）問 藤岡ライオンズクラ
ブ幹事：滝田☎（67）3850
栃木県シルバー大学校第38期生募集
対 60歳以上（平成29年3月31日現在）で
県内在住であり、第25期（平成17年度）
以降のシルバー大学校を卒業していな
い方 内 スポーツレクリエーションや

福祉、健康づくり、文化伝承など地
域活動に必要な科目の学習 申 6月1日

（水）～ 30日（木）（当日消印有効）に入
学願書（申込先で 5月上旬から配布）に
82円切手を貼った返信用封筒を添え、
本 高齢福祉課、各地域包括支援セン
ターまたは入学を希望するシルバー大
学校へ提出（土日祝日を除く） 問 シル
バー大学校南校☎（22）5325
第19回ゆーあい工房まつり
時 5月15日（日）10時～ 14時30分 場 （社
福）うまぐりの里 ゆーあい工房（城内
町）※駐車場有り 内 焼きたてパンと木
工品販売、模擬店やフリーマーケット、
木工体験、お囃子・バンド演奏など 問 
ゆーあい工房☎（25）4001
蔵の街クロマチックハーモニカ
チャリティーコンサート
時 5月15日（日）12時30分開場 13時開
演 場 栃木文化会館大ホール（旭町） 費 
無料（要整理券） 内 懐かしの昭和歌
謡やラテンの名曲など。ゲスト楠司郎
／市教育委員会後援 問 蔵の街クロマ
チックハーモニカクラブ：角田☎（23）
3263
農村レストラン桔梗　各種教室
（栃木市後援）
◎手打ちそば教室
時 毎月第3日曜日14時～ 場 つがの里体
験交流館（都賀町臼久保）対 各回8人 費 
1,500円 持 前掛け、タオル
◎花の寄せ植え教室
時 5月21日（土）10時～場 つがの里体験
交流館 定 20人 費 2,000円程度（食事代
込）内 季節の花のプランター寄せ植え。
持ち物：軍手、移植ごて、エプロン
問 農村レストラン「桔梗」（つがの里ふ
るさとセンター内）☎（92）0008
「男のお料理教室」参加者募集
時 5月16日（月）10時～ 12時 場 藤岡保
健福祉センター（藤岡町赤麻）対 市内
在住の男性 定 15人（先着順）費 500円 
内 第1回目「こんな素敵な料理ができる

の?」（今年度6回開催） 申 5月9日（月）ま
で 問 栃木市社会福祉協議会藤岡支所
☎（62）5861
ちりめん・おかめとひょっとこの
ブローチ作り
時 5月16日（月）10時～ 12時 場 栃木公
民館 対 どなたでも 定 15人 費 1,050円 
申 5月9日までに電話にて 問 生涯学習
人材バンク講師：須藤☎（23）7190
「ベビーサイン体験講座」募集
時 5月18日（水）10時30分～ 11時30分 場 
藤岡保健福祉センター（藤岡町赤麻） 
対 1歳半前後（お座りができるくらい）
の親子 定 15組（先着順） 費 無料 内 赤
ちゃんとのコミュニケーションがス
ムーズにとれる方法 申 5月10日（火）ま
で 問 栃木市社会福祉協議会藤岡支所
☎（62）5861
スマートフォン体験講座
時 5月21日（土）午前の部10時～ 12時、
午後の部13時30分～ 15時30分 場 栃木
県シニアセンター講座室（片柳町2丁
目） 対 シニアの方 定 各10人 費 300円

（資料代）、スマホ（iphone4s）は主催者
で用意 申 平日13時～ 16時に問合先へ 
問 NPO法人栃木県シニアセンター☎

（20）3322
元気プロジェクト「落語」
時 5月24日（火）13時30分～ 14時30分 場 
特別養護老人ホーム咲くら館 費 1,000
円（申込時） 内 出演者：瀧川鯉斗、柳
家小痴楽 申 5月10日（火）まで 問 特別
養護老人ホーム咲くら館☎（43）7400
生活の発見会「森田塾」
時 5月27日（金）19時～ 20時 場 栃木市
民活動推進センターくらら 対 どなた
でも 定 なし 費 無料 内 「森田的生き
方」を学ぶ。毎月末開催予定 問 NPO法
人 生活の発見会：柴崎☎（22）5137
クラモノ。008
時 5月28日（土）、29日（日）11時～ 16時 
場 嘉右衛門町伝建地区とその周辺 内 

レトロ感あふれる町並みと、若いオー
ナーのセンスあふれるショップが魅力
の嘉右衛門町にて、ファッション、雑
貨、古道具、飲食物だけでなく、アート、
音楽等の芸術作品まで若い才能満載の
マルシェイベントを開催 問 ヒト匙+☎

（51）2574：クラモノ。公式ホームペー
ジ URL  http://kuramono.link/
県民バス参加者募集
時 6月23日（木） 場 第1集合地：栃木市
総合運動公園8時、第2集合地：壬生町
中央公民館8時30分 対 栃木市、壬生町
在住の方 定 50人（応募多数の場合抽
選） 内 農業大学校、県立美術館、県庁

（昼食） 申 104円の往復はがきの「往信
用裏面」に、①氏名、②住所、③電話番
号④年齢、⑤性別、⑥希望集合地を明
記のうえ、〒320-8501（住所不要）栃木
県庁広報課県民プラザ室まで。1枚のは
がきで最大2人の申込可。2人の場合は、
それぞれ①～⑥を明記。6月2日（木）当
日消印有効 問 県民プラザ室☎028-623-
3766
シルバー人材センター入会説明会
時 ①5月9日（月）13時30分～②5月10日

（火）13時30分～③5月11日（水）13時30分
～ 場 ①北部事業所（都賀町原宿）②南
部事業所（藤岡町大前）③栃木市栃木公
民館（市民会館・日ノ出町）対 市内在住
で働く意欲のある 60歳以上の方 問 お
住まいの地域の事業所へ。栃木事務局
☎（23）4165 ／南部事業所☎（62）1534 ／
北部事業所☎（27）8812 ／大平連絡所☎

（43）0155 ／西方連絡所☎（92）8390 ／岩
舟連絡所☎（55）8358（※各連絡所は 8
時30分～ 10時、15時15分～ 17時15分）
シルバー人材センター刃物研ぎ
時 5月18日（水）9時～ 12時（申込は 11時
30分まで）場 栃木市保健福祉センター
西側シルバーセンター作業所前（今泉
町） 費 包丁類300円～・修理100円～ 
問 シルバー人材センター栃木事務局☎

（23）4165
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★
子
ど
も
読
書
週
間

4
月
23
日（
土
）〜
5
月
15
日（
日
）

▽
6
館
共
通
イ
ベン
ト

「
図
書
館
大
好
き
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」

ス
タ
ン
プ
を
ぜ
ん
ぶ
あ
つ
め
て
素
敵
な

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
お
う
！

★
図
書
館
朗
読
サ
ロ
ン

5
月
8
日（
日
）14
時
〜
15
時
30
分

　「
栃
木
市
出
身
現
代
の
作
家
中
村
彰

彦
・
関
口
尚
を
読
む
」

　
出
演
　
朗
読
を
楽
し
む
会

　
定
員
　
50
人

★
お
は
な
し
広
場【
読
み
聞
か
せ
】

5
月
14
日（
土
）10
時
30
分
〜
11
時

　「
と
も
だ
ち
や
」

5
月
28
日（
土
）10
時
30
分
〜
11
時

　「
だ
る
ま
さ
ん
が
」

　
出
演
　
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

『
り
ん
ご
の
会
』

★
え
ほ
ん
デ
ビ
ュ
ー

5
月
21
日（
土
）11
時
〜
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時
30
分

　
出
演
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア『
あ
ざ
み
の
会
』

　
対
象
　
赤
ち
ゃ
ん
〜
未
就
園
児

★
と
し
ょ
か
ん
民
話
の
ひ
ろ
ば

5
月
21
日（
土
）11
時
〜
11
時
30
分

　
出
演
　
民
話
美
寿
々
会
栃
木
支
部

※
参
加
自
由

★
バ
リ
ア
フ
リ
ー
映
画
上
映
会

5
月
14
日（
土
）13
時
30
分
〜
15
時
45
分

　「
く
ち
び
る
に
歌
を
」

　
場
所
　
大
平
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー（
ゆ

う
ゆ
う
プ
ラ
ザ
）

　
共
催
　
住
友
商
事
株
式
会
社

　
定
員
　
70
人（
先
着
順
）

　
申
込
　
4
月
20
日（
水
）よ
り
市
内
図

書
館
6
館
で
チ
ケ
ッ
ト
配
布
。無
料
。

※
全
編
日
本
語
字
幕
、音
声
ガ
イ
ド
付

き
。視
覚
や
聴
覚
に
不
自
由
の
あ
る
方
、

車
椅
子
の
方
も
鑑
賞
で
き
ま
す
。

★
第
6
回
大
平
図
書
館
寄
席

6
月
4
日（
土
）10
時
30
分
〜
12
時
／
14

時
〜
15
時
30
分（
30
分
前
開
場
）

　
定
員
　
20
人（
先
着
順
）

　
料
金
　
一
般
3
0
0
円（
学
生
1
0
0

円
）5
月
10
日（
火
）よ
り
大
平
図
書
館

で
チ
ケ
ッ
ト
販
売
。

　
出
演
　
真
岡
落
語
研
究
会

　
共
催
　
栃
木
市
社
会
福
祉
協
議
会

★
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

▽
幼
児
・
小
学
校
低
学
年
向
け

5
月
7
日（
土
）14
時
〜
14
時
30
分

▽
幼
児
向
け

5
月
13
日（
金
）・
20
日（
金
）

10
時
30
分
〜
11
時

★
T
O
C
H
I
C
O（
と
ち
こ
）サ
ロ
ン

▽
乳
幼
児
と
子
育
て
マ
マ
同
士
の
交
流

5
月
25
日（
水
）10
時
〜
12
時

★
お
は
な
し
会
・
工
作
教
室

5
月
7
日（
土
）14
時
〜
15
時

▽
お
は
な
し
会

紙
芝
居
　「
な
ぜ
、お
ふ
ろ
に
し
ょ
う

ぶ
を
い
れ
る
の
？
」「
や
っ
ぱ
り
だ
い
す

き
！
お
か
あ
さ
ん
」

▽
工
作
教
室

「
母
の
日
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョン
」

5
月
21
日（
土
）14
時
〜
15
時

▽
お
は
な
し
会

紙
芝
居
　「
た
う
え
に
い
っ
た
よ
」「
こ

ぎ
つ
ね
コ
ン
チ
と
い
ち
ご
」

▽
工
作
教
室

「
ひ
ら
ひ
ら
、ぱ
た
ぱ
た
、ち
ょ
う
ち
ょ
」

　
出
演
　
ふ
じ
お
か
お
は
な
し
会

『
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
』

材
料
は
図
書
館
で
用
意

※
参
加
自
由

★
チ
ャ
レ
ン
ジ
図
書
館
探
検スタ

ン
プ
ラ
リ
ー

4
月
23
日（
土
）〜
5
月
22
日（
日
）

開
館
か
ら
閉
館
ま
で

　
内
容
　
用
紙
に
書
か
れ
た
都
賀
館
オ

リ
ジ
ナ
ル
ミ
ッ
シ
ョン
に
挑
戦
し
よ
う
。

対
象
　
幼
児
〜
小
学
生

★
お
は
な
し
会

5
月
14
日（
土
）14
時
〜
14
時
20
分

　
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

「
3
び
き
の
や
ぎ
の
が
ら
が
ら
ど
ん
」

　
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

「
お
べ
ん
と
う
ば
こ
」　
他

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　
出
演
　
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

『
た
ん
ぽ
ぽ
』

★
お
は
な
し
会

5
月
1
日（
日
）11
時
〜
11
時
30
分

▽
テ
ー
マ
　「
子
ど
も
の
日
」　
他

★
お
は
な
し
会【
読
み
聞
か
せ
】

5
月
20
日（
金
）14
時
〜
14
時
30
分

▽
テ
ー
マ
　「
ち
ょ
う
」「
生
活
・
遊
び
」

　
出
演
　
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

『
お
は
な
し
☆
き
ら
ら
』

※
参
加
自
由

★
お
は
な
し
会

5
月
14
日（
土
）14
時
〜
14
時
30
分

▽
読
み
聞
か
せ

絵
本
　「
パ
ン
の
か
け
ら
と
ち
い
さ
な

あ
く
ま
」

　
紙
芝
居
　「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
た
ん
じ

ょ
う
び
」

▽
折
り
紙
　「
キ
ャ
ン
デ
ィ
」

5
月
28
日（
土
）14
時
〜
14
時
30
分

▽
読
み
聞
か
せ

絵
本
　「
み
ず
た
ま
り
ぼ
っ
こ
」

紙
芝
居
　「
て
ん
と
う
む
し
の
テ
ム
」

▽
折
り
紙
　「
バ
ラ
の
花
」

※（　）内は、20人以上の団体割引料金  ※身体障
害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の交
付を受けている方とその介護者1名は無料

料　金　表

料　金
500円（300円）

区　分
一般／大・高校生

中学生以下 無　料

6月19日（日）まで

●開館時間  9時～17時（入館は16時30分まで）
●休 館 日  毎週月曜日

市役所本庁舎4階展示ケース
喜多川歌麿の

狂歌絵本（復刻版）展示

歌川広重（1797－1858）の代表作、保永堂版「東海道五拾三次之内」は、江戸から京
都への東海道の道のりをたどった全55枚のシリーズです。この東海道五拾三次之内の好
評により、名所絵師としての確固たる地位を築いた広重は、生涯にわたって20種以上もの
東海道シリーズを残しました。画中の題が隷書体で書かれていることから「隷書版東海道」
とも呼ばれる丸清版の東海道五拾三次もそのうちの一つです。

本展では、保永堂版と丸清版、二つの東海道五拾三次を同時に展示します。2つの構
図で当時の東海道の宿場の様子をお楽しみください。

◎学芸員によるギャラリートーク
4月30日（土）、5月15日（日）、6月4日（土）
＊各回14時開始。観覧券をお求めのうえ、

  美術館受付にお集まりください。

れいしょ

歌川広重
《東海道五拾三次之内 庄野 白雨》

保永堂版 日本美術商事㈱ 蔵

ピアノ開放デー
わくわく！ピアノ！（時間内自由演奏）

■日 7月23日（土）・24日（日）  ■開 10時  ■会 
ホール　■対 ピアノを弾ける5歳以上　■定 
各日10人（先着順）　■料 無料　■申 申込
書を5月7日（土）9時～ 22日（日）17時
30分に藤岡文化会館へ提出（窓口・郵
送・FAX）

ピアノ開放デー
わくわく！ピアノ！（時間内自由演奏）

■日 6月25日（土）・26日（日）  ■開 10時  ■会
ホール　■対 ピアノを弾ける5歳以上　■定 
各日10人（先着順）　■料 無料　■申 申込

書5月7日（土）9時～ 22日（日）17時30
分に都賀文化会館へ提出（窓口・郵送・
FAX）

「コスモス・ピアノ・スタジオ」 登録者募集
　まるで自分のスタジオの様に、コスモス
ホールの舞台とスタインウェイ・ピアノで
練習してみませんか。
■日 6月から3月、主に平日（※実施日は登
録者へ連絡）  ■会 ホール  ■対 小学4年生
以上  ■定 20人（先着順）  ■料 1時間2,000
円（登録は無料）  ■申 所定の申込用紙に必
要事項を記入のうえ、5月1日（日）9時～ 15
日（日）に岩舟文化会館に直接または郵送

とちぎシネマ倶楽部
「幸福の黄色いハンカチ」

　一昨年亡くなった俳優・高倉健の、任
侠映画から脱却後の代表作。山田洋次
監督。
■日 6月12日（日） 【第1回】■開 10時　■演 10
時30分【第2回】■開 13時30分　■演 14時
■会 小ホール　■対 未就学児入場不可　■定 
各400人　■料 全席自由500円　■申 好評
発売中　■プ 市内5文化会館、佐野市文
化会館、小山市立文化センター

ピアノ開放デー
わくわく！ピアノ！（発表会スタイル）

■日 7月18日（月・祝）　■開 10時　■対 ピア
ノを弾ける小学生以上　■定 50人（先着
順）　■料 無料、CD録音のオプションあり

（500円）　■申 申込書を栃木文化会館へ
提出（窓口・郵送・FAX）。5月7日（土）
9時～22日（日）21時30分まで受付

ピアノ開放デーわくわく！ピアノ！
（発表会スタイル）

■日 6月5日（日）  ■開 10時  ■会 ホール  ■対 
ピアノを弾ける小学生以上　■定 50人（先
着 順）　■料 無 料　■申 申込書を大平文化
会館へ提出（窓口・郵送・FAX）。5月7日

（土）9時～22日（日）17時30分まで受付

陸上自衛隊第12音楽隊
コンサート2016 in 藤岡

　昨年の豪雨からの復興を願う吹奏楽コ
ンサート。
■日 6月18日（土）　■開 13時30 分　■演 14
時　■会 ホール　■対 市内在住、在学、在勤
の方　■料 無料（全席指定）　■申 往復はが
きに希望人数（1枚につき2人まで）、名前

（全員分）、住所、電話番号を記入のうえ、
〒323-1104藤岡町藤岡810　藤岡文化会
館「自衛隊コンサート」係へ郵送。電話・
FAX不可。5月18日（水）消印有効。応募
多数の場合は抽選。

岩舟文化会館（コスモスホール）
☎ 55-7055

大平文化会館
☎ 43-5232

栃木文化会館
☎ 23-5678

都賀文化会館（ハートホール）
☎ 27-8855

藤岡文化会館
☎ 62-4351

　歌麿の狂歌絵本「画本虫撰」、「百千鳥狂
歌合」の復刻版の展示。
■日 6月30日（木）まで※土日祝日除く8時30
分～17時15分　■料 無料

え ほんむしえらみ もも ち どりきょう

かあわせ

広重 二つの東海道五拾三次
保永堂版×丸清版

ほ  えい どう まる せい

図
書
館
コ
ー
ナ
ー

■日=日時　■会=会場　■料=料金　■定=定員　■対=対象　■チ=チケット　■プ=プレイガイド
■申=申し込み　■開=開場時間　■演=開演時間

とちぎ蔵の街美術館 ☎ 20-8228

栃
木
図
書
館

☎
22ｰ

３
５
４
２

（
開
館
9
時
〜
19
時
30
分
／
休
館
・
金
）

大
平
図
書
館

☎
43ｰ

５
２
３
４

（
開
館
9
時
〜
19
時
30
分
／
休
館
・
月
）

藤
岡
図
書
館

☎
62ｰ

４
８
８
９

（
開
館
9
時
〜
19
時
30
分
／
休
館
・
月
）

都
賀
図
書
館

☎
28ｰ

０
８
０
６

（
開
館
9
時
〜
19
時
30
分
／
休
館
・
月
）

市
図
書
館
西
方
館

☎
92ｰ

２
５
１
２

（
開
館
9
時
〜
19
時
30
分
／
休
館
・
月
）

（
開
館
9
時
〜
19
時
30
分
／
休
館
・
月
）

市
図
書
館
岩
舟
館

☎
54ｰ

１
９
０
０

とちぎ蔵の街美術館（万町3－23 ／☎20－8228 ／ 　 20－8227）
※駐車場はコエド市場南、大通り沿いの蔵の街駐車場をご利用ください。

FAX 
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おおみや幼児教育センター子育て支援センター
（ふれあいポッケ／☎ 27‐8890）

地域子育て支援センターいわふね
（☎ 55‐7920）

そのべ児童館
（☎ 20‐6231）

さくら保育園子育て支援センター
（ゆめふうせん／☎ 24‐3900）

大平児童館
（☎ 43‐2350）

ファミリーサポートセンター栃木
（栃木／☎25‐1040 ・ 大平／☎43‐1134）

地域子育て支援センターふじおか
（☎ 62‐5011）

いまいずみ児童館
（☎ 27‐5322）

地域子育て支援センター
（☎23‐2740）

地域子育て支援センターおおひら
（☎ 43‐1134）

地域子育て支援センターつが
（☎ 27‐2122）

フォレストキッズ保育園子育て支援センター
（エンジェル／☎ 20‐0808）

はこのもり児童センター
（☎ 24‐4034）

さくら３Ｊホール
（☎ 22‐7100）

けやき保育園子育て支援センター
（きらり／☎ 23‐8905）

○こいのぼり作り
●日 5月1日（日）14時～15時30分、2日
（月）10時～11時30分（時間内参加自
由）●内ビー玉ころがしこいのぼり
○こどもの日特別工作タイム～ブーメ
ランであそぼう～
●日 5月5日（木）14時～15時30分（時間
内参加自由）
○わくわくたいむ
●日 5月7日（土）14時～15時30分（時間
内参加自由）●対 4歳児以上●内母の日の
プレゼント作り（ハートのお守り）
○スマイルスマイル♥
●日 5月9日（月）●対 3か月～1歳5か月児
と保護者
○にこにこたいむ♥
●日 5月10日（火）●対 1歳6か月以上の未
就園児と保護者
♥印の共通事項●日 10時～11時30分
（時間内参加自由）●内母の日のプレゼン
ト作り、親子の手形でぞうさんの壁かざり
○チャレンジ！花壇作り～夏やさいを
育てよう～
●日 5月28日（土）13時30分～※雨天決
行●対 4歳以上●定 15人（先着順、未就学
児は保護者同伴）●持タオル、帽子、水
筒、汚れても良い服装●申 5月7日（土）～
○おたんじょうび会
●日 6月14日（火）10時30分～●対 6・7月
生まれの未就園児と保護者●定 20組
（先着順）●内おたんじょうびシアター、
ふれあいあそび等●申 5月13日（金）～
○6月のママといっしょ
●日うさぎクラス（6か月～11か月児と保
護者）6月20日（月）10時30分～、くま
①クラス（1歳～1歳5か月児と保護者）
21日（火）10時30分～、くま②クラス
（1歳6か月児～1歳11か月児と保護者）
21日（火）11時15分～、ぞう①クラス
（2歳以上の未就園児と保護者）27日
（月）10時30分～、ぞう②クラス（2歳
以上の未就園児と保護者）28日（火）10
時30分～●内わくわく雨あそび●持うさ
ぎクラス：バスタオル、ぞうクラス：ク
レヨン●申 5月13日（金）～●定 30組（ぞ
う①クラスのみ20組）

○元気いっぱい！こどもの日
●日 5月5日（木）10時～12時（時間内参
加自由）●内しゃぼん玉（雨天中止）、らく
がきせんべい（数量限定）、新聞紙かぶ
と作り
○0歳親子ビクス
●日 5月9日（月）10時～10時45分●対 0
か月～11か月児と保護者●定 25組（先
着順）●講大橋光子氏●持バスタオル、飲
み物、動きやすい服装●申 5月2日（月）～
○ぺたぺた記念日
●日 5月17日（火）、18日（水）10時～11時
30分（時間内参加自由）●対 0歳以上●内
手形足形、身体測定。誕生月のお友達
に写真のプレゼントあり
○のびのびひろば♥
●日 5月24日（火）●対 1歳以上の未就園児
○ぷちぷちひろば♥
●日 5月25日（水）●対 0 ～11か月児
♥印の共通事項●日 10時～11時30分
（時間内参加自由）●内洗濯バサミであ
そぼう！なかよしパッチンくんづくり

○フェルトフラワーでレトロなクリップ
●日 5月7日（土）①14時～14時45分②
15時～ 15時45分●内木製ピンチにフェ
ルト花を飾り付け
○つるピカ☆どろだんご

○ほんわかタイム
●日 5月10日（火）10時～11時●対 0歳児
と保護者●内ふれあい遊びとおしゃべり
タイム●申当日受付
○こいのぼりを作ろう
●日 4月25日（月）、26日（火）、28日（木）
●場プレイルーム●定材料がなくなり次第
終了●申当日受付
○子育て講座参加者募集『ママのひき
しめエクササイズ』（託児有り）
●日 6月16日（木）10時～11時●対子育て
中のお母さん●内アイソメトリクス●講伊
藤裕美氏●定 15組●持大きめのバスタオ
ル●申 5月25日（水）9時～
☆共通事項●場とちぎコミュニティプラザ

○ベビーマッサージ♥
●日 5月19日（木）●定 20組●申 4月27日（水）
～
○南第1保育園との交流会
●日 6月3日（金）9時45分～10時30分●定
10組●申 5月11日（水）～
○赤ちゃんサロン♥
●日 6月9日（木）、23日（木）どちらか1日
●内短冊に願いを書こう！●定各25組●申
5月11日（水）～
♥印の共通事項●日 10時30分～11時
30分
☆共通事項●対 0歳児と保護者

○エレクトーンコンサート
●日 5月26日（木）●内演奏：強口圭子氏
○わくわくタイム
●日 ①5月6日（金）②20日（金）③6月3
日（金）●内 ①しゃぼん玉遊び（悪天候
時室内）②スタンプ遊び③季節の折り
紙遊び
☆共通事項●日 10時30分～11時30分
●定各20組（先着順）●対乳幼児と保護
者●申 4月26日（火）9時～

○親子エアロビクス
●日 5月26日（木）10時30分～12時●対 0
歳児未就園児以上と保護者●定 25組●持
飲み物、タオル●申 5月9日（月）9時～予
約受付
○すくすくタイム
●日 ①5月12日（木）②19日（木）10時
30分～11時30分●対未就園児と保護
者●内 ①身体測定、窓飾り制作②お散
歩（雨天時室内活動）●申不要

○保健師の話
●日 5月25日（水）10時30分～11時30
分●定 15組●申 5月16日（月）～
○親子ビクス
●日 5月30日（月）10時30分～11時30
分●定 25組●申 5月16日（月）～
○わいわいクラブ
●日 5月11日（水）10時～●内身体測定、誕
生会●申当日受付
○うきうきクラブ（おはなし会、製作）♥
●日 5月18日（水）10時30分～
○にこにこクラブ♥
●日 5月25日（水）10時30分～
♥印の共通事項●申当日受付
☆共通事項●対未就園児と保護者

○親子ふれあい給食
●日 5月9日（月）受付10時～10時30分
●定 5組（先着順）●費親子で800円（離乳
食あり）●申当日受付
○ほのぼの移動広場（イオン）
●日 5月17日（火）10時30分～11時30
分（時間内参加自由）●場イオン栃木店
ちびっこ広場●内 歌遊び、絵本読み、
ミュージック･ケアや子育て相談（看護
師相談）
○マタニティー＆ベビーの日
●日 5月19日（木）14時～15時●対 妊娠5
か月以上（臨月を除く）の妊婦または夫
婦2組●内赤ちゃんのお世話、調乳、お
やつ試食●持エプロン、母子手帳●費無
料●申電話受付10時～15時
○リズムdeポン
●日 5月20日（金）10時～11時●対未就園
児と保護者●内リトミックやミュージック
･ケアを取り入れた音楽や楽器等を
使ったリズム遊び●申当日受付
○健康相談日
●日 5月23日（月）10時～12時、13時～15
時●対未就園児と保護者●内身体測定
※午前中、助産師相談あり（予約不要）
○双子ちゃん遊ぼう
●日 5月23日（月）10時～12時●対未就園
児の双子と保護者または双子を妊娠中
の方●費無料※一般の方にも開放
○赤ちゃんサロン
●日 ①ちゅうりっぷコース：5月26日～
（木曜日全4回）②ひまわりコース：6
月2日～（木曜日全4回）10時30分～11
時30分●対 ①平成27年10、11、12月生
まれの乳児と保護者②平成27年7、8、
9月生まれの乳児と保護者●内子育ての
情報交換、離乳食試食等●費無料（給食
代等実費負担）●申 5月9日（月）～20日
（金）メールで受付
☆共通事項●申下記アドレスあてに保
護者名、子ども名、読み仮名、項目、生
年月日、〒住所、電話番号を送信
sakura-3j@sakura-kids.jp

○わいわい広場
●日 ①5月13日（金）②20日（金）10時30
分～11時30分●対 0歳～3歳児の親子
●内 ①しゃぼん玉遊び②お散歩（大平
分署見学）※雨天時は室内活動
○天体観測
●日 5月13日（金）、20日（金）、27日（金）
19時30分～21時
○産後のメンテナンス
●日 5月17日（火）①10時～12時②13時
～15時●対産後のママ（乳幼児同伴可）
●内産後の疲れた身体のケア●講深津晃
氏●定各5人（先着順）●費 2,000円●申 5月
6日（金）～

○ファミ・サポ講習会
●日 5月12日（木）10時～12時●場とちぎ
コミュニティプラザ●対どなたでも（託
児有り）●内幼児安全法…幼児の救命
救急とAED●講日本赤十字指導者●定
20人●申随時受付

○おもちゃを作ってあそぼう
●日 5月16日（月）●対 1歳6か月～未就園児
○大きくなったね！
●日 ①5月17日（火）、19日（木）②5月9
日（月）、20日（金）●内身体測定、カード
作り、誕生月には手形足形、育児相談な
ど●対 ①6か月～1歳5か月児②1歳6
か月～未就園児●持バスタオル、測定し
やすい服装
○ペープサートを作って遊ぼう
●日 ①5月25日（水）、30日（月）②23日
（月）、26日（木）、31日（火）●対 ①6か月
～1歳5か月児②1歳6か月～未就園
児
☆共通事項●定 15組●日 10時30分～11
時30分●持 飲み物、帽子●申 平日の13
時～15時に電話

○もっと知りたい子どものご飯
●日 5月6日（金）10時～11時30分●内食
育講座、試食●講松下孝子氏●定 15組●持
スプーン、フォーク、エプロン、おしぼり
●申 5月2日（月）まで※土日除く
○生演奏とともに楽しむ絵本
●日 5月25日（水）10時～11時●内ギター、
ベース、ドラムなど●定 20組●申 5月9日
（月）～12日（木）
☆共通事項●対 0歳児以上●費 無料●申
10時～14時

○さくら祭・3J祭（バザー）
●日 6月4日（土）9時30分開場●内バザー、
各種お店、工作等

子育て支援センター合同行事
（☎23‐2740）

○『いわふね遊楽々館』で遊ぼう！
●日 5月13日（金）10時30分～11時30分
●対 1歳～未就学児の親子●内ゲームや
ふれあい遊び、とち介と一緒に体験しよ
う！●定 50組●申各子育て支援センターへ

○写生会（太平山ハイキング）
●日 5月21日（土）9時～16時※9時さく
ら3Jホール集合出発、雨天中止●場太平
山神社●持弁当、水筒、鉛筆、色鉛筆、レ
ジャーシート、リュック※画用紙と画板は
3Jで用意。汚れてもよい服、履き慣れた
靴、帽子●対小学生●定 15人（先着順）●費
100円●申電話受付
○とんぼ玉を作ろう
●日 5月28日（土）13時～15時●対小学生
●定 15人（先着順）●費 300円●申電話受付

○身体測定・手形の日
●日 ①5月6日（金）、11日（水）②5月9
日（月）10時30分～11時30分●対 ①0
歳～1歳6か月児②1歳6か月～未就園
児●内身体計測、手形足形●申当日受付
○カレンダー作り
●日 ①5月13日（金）、16日（月）10時30
分～11時15分②5月16日（月）13時30
分～14時15分●対 0歳～未就園児●内 6
月のカレンダー作り●申当日受付
○ベビーマッサージに参加しませんか！
●日 6月20日（月）10時15分～11時30分
●対 3か月～11か月児●定 15組（先着順）
●講永山綾子氏●持バスタオル、筆記用
具、飲み物（水分補給用）●申 5月23（月）
～25日（水）9時30分～電話受付

地域子育て支援センターにしかた
（☎ 92‐2900）

○園庭開放
●日 5月11日（水）
○5・6月生まれのお誕生会
●日 5月18日（水）
○粘土あそび
●日 5月25日（水）
☆共通事項●日 10時30分～11時30分
●対未就園児と保護者●費無料

●日 5月29日（日）①14時 ～②15時30
分～●内安全な材料でどろだんご作り
☆共通事項●対 18歳未満（未就学児は
保護者同伴）●定各時間15人●申当日9
時～受付

＝日時　 ＝対象 ＝内容　 ＝講師
　＝定員　 ＝費用　 ＝持物　 ＝申込

＝場所
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≪急患センター終了後、問合先≫
◆栃木市消防本部
　月～土曜日の22：00以降 ☎（22）0119
　日曜・祝日・年末年始の21：00以降 ☎（24）9999
 （音声ガイダンス）

≪栃木地区急患センター≫

平日19時～ 22時（内科／小児を含む）
休日 9時～ 21時（内科／小児を含む）（外科）

（日曜日のみ外科は17時まで）
※当番医は変更になる場合もありますので、事前

に電話確認をしてからお出かけください。
※受付は、なるべく診療時間終了30分前までに

お済ませください。

　救急診療は、急病の患者さんに対し応急的な
診療を行うものです。急病ではない患者さんは、
かかりつけ医師等の診療時間内に受診するなど、
救急診療の正しい利用をお願いします。

【診療時間等】

【診療場所】
栃木地区急患センター（境町） ☎（22）8699

≪小児救急診療（0歳から中学生）≫
◆栃木地区急患センター（境町） ☎（22）8699
　日曜日　18：00 ～ 21：00
※受付は、なるべく診療時間終了30分前までにお済

ませください。

◆下都賀総合病院（富士見町） ☎（22）2551
　木・金曜日 17：00 ～ 22：00 （要電話確認）
【4月30日の新病院開院後から】
◆とちぎメディカルセンターしもつが（大平町川連）

☎（22）2551
　木曜日17：00 ～ 22：00（要電話確認）
※広報とちぎ3月号にて、「4月30日の新病院開院

後は、新病院・とちぎメディカルセンターしもつがに
て引き続き行われる予定」とお知らせしましたが、
診療日は“毎週木・金曜日”から“毎週木曜日”の
みに変更となります。お詫びして訂正します。

1

2

3

4

5

6
7

8

9
10
11
12
13
14

15

16
17
18
19
20
21

22

23
24
25
26
27
28

29

30
31

日

月

火

水

木

金
土

日

月
火
水
木
金
土

日

月
火
水
木
金
土

日

月
火
水
木
金
土

日

月
火

中野（誠）（中野病院）
山田（合戦場クリニック）
腰塚（学）（ちづかクリニック）
永谷（大島医院）
秋元（秋元クリニック）
竹田（竹田内科小児科クリニック）
三浦（三浦整形外科）
福地（蔵の街診療所）
大家（おおやクリニック）
青木（章）（静和医院）
中坪（なかつぼクリニック）
盛川（サンライズクリニック）
新崎（大平東診療所）
関口（弘）（関口医院）
野崎（野崎医院）
中村（昭）（なかむら耳鼻咽喉科クリニック）
高田（高田クリニック）
山田（合戦場クリニック）
青木（虎）（青木医院）
土谷（土谷医院）
斉藤（浩）（はこのもりクリニック）
川田（かわたクリニック）
長（大平ファミリークリニック）
秋元（秋元クリニック）
小林（こばやしクリニック）
大森（うづまクリニック）
江口（えぐち内科クリニック）
青木（虎）（青木医院）
田村（田村医院）
石塚（好生医院）
盛川（サンライズクリニック）
渡辺（わたなべ内科・循環器科クリニック）
大門（康）（大門内科医院）
島田（均）（しまだクリニック）
嶋崎（とちぎ診療所）
野崎（野崎医院）
河口（達）（河口医院）
青木（虎）（青木医院）
青木（謙）（あおき耳鼻咽喉科医院）

≪とちぎ子ども救急電話相談≫
お子さんの急な病気やけがについて、経験豊富な
看護師が相談に応じます。
　月曜日～土曜日　18：00 ～翌朝8：00
　日曜日・祝休日　24時間（8：00 ～翌朝8：00）
　☎028-600-0099　プッシュ回線の場合　＃8000

日 曜日 会　場 日 曜日 会　場

13
25

4か月児健診

9か月児健診

1歳6か月児健診

3歳児健診

2歳児歯科健診

内　容

金
水

栃木保健福祉センター
西方保健センター

25
26

水
木

栃木保健福祉センター
大平ゆうゆうプラザ

24
26

火
木

大平ゆうゆうプラザ
栃木保健福祉センター

25 水 西方保健センター

10
17

火
火

栃木保健福祉センター
西方保健センター

12
19

木
木

大平ゆうゆうプラザ
大平ゆうゆうプラザ

11 水 栃木保健福祉センター

16
23

月
月

大平ゆうゆうプラザ
栃木保健福祉センター

13 金 大平ゆうゆうプラザ

18 水 西方保健センター

5月の乳幼児健診

※個別通知にて案内した時間にお越しください。

内　容

体重測定、育児相談
ふれあい遊び、交流 5月12日（木） 5月18日（水）

会場／日程
栃木保健福祉センター 大平ゆうゆうプラザ

3か月児ぴよぴよ相談

※事前に問合先まで電話にて申し込みください。

内　容

①妊娠中の生活・仲間づくり
②育児について・妊娠中の栄養
③妊婦体験・赤ちゃんのお風呂

5月20日（金）
6月10日（金）
6月18日（土）

終了
5月23日（月）
6月25日（土）

会場／日程
栃木保健福祉センター 大平ゆうゆうプラザ

両　親　教　室

内　容 日　程 会　場

5月9日（月） 大平
ゆうゆうプラザ

離乳食・むし歯予防教室（9～10か月児対象）

健康増進課　☎（25）3511・（25）3512
各総合支所市民生活課窓口

日
17
26

曜日
火
木

会　場 受付時間
大平ゆうゆうプラザ
栃木保健福祉センター

①13：30～ ②14：30～
③15：30～

5月のこころの健康相談
カウンセラーが相談に応じます。

※予約制です。事前に問合先まで連絡ください。

健康相談・栄養相談
健康づくりや生活習慣の改善・見直しなどについて保健
師や管理栄養士等がご相談を受けます。気軽に利用く
ださい。
※予約制です。事前に問合先まで連絡ください。

1
8
15
22
29

日
日
日
日
日

斉藤（伸）（さいとう小児科）
中野（俊）（星風会病院星風院）
桜井（桜井こどもクリニック）
河口（修）（河口医院）
木内（とちぎメディカルセンターとちのき）

【5月の当番医師】

※定員30人の申込み制です。開催日1か月前から申し込み
を受け付けます。

栄養士による離乳食のお
話、歯科衛生士によるむし
歯予防のお話、個別相談

内　容 日　程 会　場
5月16日（月）栃木保健福祉センター

母乳相談（1歳未満児対象）
※申込みは不要です。

助産師による母乳相談

内　容 日　程 会　場
★5月 9日（月）

5月11日（水）
5月16日（月）

★5月23日（月）
5月30日（月）

大平ゆうゆうプラザ
岩舟遊楽々館

栃木保健福祉センター
都賀保健センター

藤岡保健福祉センター

子育て相談
※希望者どなたでもご利用できます。（乳幼児）
※申込みは不要です。

※個別通知にてご案内した時間にお越しください。
地域別の健診会場
栃木：栃木市保健福祉センター
大平・藤岡・岩舟：大平健康福祉センター（ゆうゆうプラザ）
都賀・西方：西方保健センター

保健師による育児
相談・交流
★は栄養士による
栄養相談も実施し
ています。

≪問合先≫

平成28年度の検診案内を5月下旬に送付します。世帯主様あての封筒に、20
歳以上の方1人1冊の「けんしんパスポート」と、世帯に1冊の「けんしんガイドブッ
ク」が入っています。

【平成28年度集団検診のお知らせ】
◯日程について
　けんしんガイドブックまたは次号広報とちぎ6月号をご覧ください。
◯予約について
　5月23日（月）から受け付けます。
◆問合先　健康増進課☎（25）3511

☆適量飲酒を守りつつ、週
に1～ 2回は休肝日を
設けて肝臓を休めるこ
とが大切です！

飲み過ぎにはご注意を！

　お酒には、「血行を促進する」、「ストレ
スを和らげる」などの効用がありますが、
過度の飲酒は肝臓病、肥満、高血圧、が
んなどの生活習慣病を引き起こすおそれが
あります。また、睡眠障害やアルコール依
存症に陥る危険もあるのです。

　お酒の場でつい一緒に摂ってしまうおつまみ。油っこいものやしょっぱいものを食べ
がちではないですか？食べ過ぎ、飲み過ぎは肥満の原因になってしまいます！
～おすすめのおつまみ～
　海藻やきのこのサラダ・キムチ・冷奴・枝豆・あさりの酒蒸し等、
比較的低カロリーのためおすすめです♪
揚げ物を控えて野菜中心のおつまみにしましょう。

おつまみにも要注意☆

Q 1日どのくらいなら飲んでいいの？
A ≪1日の適量≫

～アルコール量は1日20g程度が適量です！～
・ビール（500ml）　・日本酒1合（180ml）
・焼酎25度のもの0.5合（90ml）
・ウイスキーダブル1杯（60ml）
・ワイングラス2杯（240ml）
出典：厚生労働省HP（健康日本21）より

休日・夜間救急診療

乳幼児健診等のご案内

【5月の当番医師】
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（締め切り） 平成27年7月生まれ 5月13日（金）、8月生まれ 6月8日（水）

（募集）写真の裏に赤ちゃんの名前（ふりがな）・生年月日・住所・電話番号・保
護者名を記入して 〒328‐8686市役所シティプロモーション課へ（当日
必着）。写真は返却しません。

エ
ン
ゼ
ル

5月平成27年 生まれの

舩田琉衣ちゃん
ふな だ る　い

栃木結心ちゃん
とち ぎ ゆ　い

仁平悠惟人ちゃん
に へい ゆ  い  と

富田優衣奈ちゃん
とみ た  ゆ  い  な

恩田葵羽ちゃん
おん だ  あ げ は

小倉璃奈ちゃん
 お ぐら り　な

大関娃琶ちゃん
おおぜきあい は 

大竹悠紀ちゃん
おおたけゆう き 

横田悠衣ちゃん
よこ た ゆ　い

長澤日咲ちゃん
ながさわに  こ  

影山煌記ちゃん
かげやまこう き  

篠﨑あゆみちゃん
しのざき

井樽久実ちゃん
 い たる く　み

栗﨑寛斗ちゃん
くりざきひろ と 

山井未乃莉ちゃん
やま い み  の  り

田村ありなちゃん
 た むら

田村導誠ちゃん
 た むらみちまさ

野尻結桜ちゃん
 の  じり ゆ　ら

岩本彩羽ちゃん
いわもといろ は

山中汐理ちゃん
やまなか しお り

3
月
11
日
、第
6
回
と
ち
ぎ
の
四
季
観

光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
会
が
行
わ

れ
、審
査
の
結
果
、応
募
総
数
2
0
3
点

の
中
か
ら
、20
点
の
入
賞
作
品
を
決
定
し

ま
し
た
。

な
お
、今
回
の
入
賞
作
品
の
写
真
展
を

下
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

○
日
程
と
場
所

・
5
月
3
日（
火
）〜
5
月
20
日（
金
）

市
役
所
本
庁
舎
1
階
市
民
ス
ペ
ー
ス

・
6
月
中
旬
〜
7
月
上
旬

と
ち
ぎ
あ
じ
さ
い
ま
つ
り
会
場（
駐
車
場
内
休
憩
所
）

・
8
月
10
日（
水
）〜
8
月
26
日（
金
）

道
の
駅
み
か
も（
藤
岡
町
大
田
和
）

・
9
月
1
日（
木
）〜
9
月
16
日（
金
）

岩
舟
公
民
館（
岩
舟
町
静
）

・
9
月
23
日（
金
）〜
10
月
11
日（
火
）

大
平
図
書
館（
大
平
町
蔵
井
）

・
10
月
14
日（
金
）〜
10
月
31
日（
月
）

つ
が
の
里
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー（
都
賀
町
臼
久
保
）

・
11
月
7
日（
月
）〜
11
月
22
日（
火
）

道
の
駅
に
し
か
た（
西
方
町
元
）

※

第
6
回
コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
を
10
月
か
ら
募
集
す
る
予
定

で
す
。奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

第
6
回
と
ち
ぎ
の
四
季
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
作
品
決
定
と
写
真
展
の
開
催
の
ご
案
内

栃
木
市
文
化
大
使
を
委
嘱

栃木県立博物館学芸部長
江田郁夫氏

〔専門分野：歴史（中世）〕

《
文
化
大
使
の
声
》

江
戸
時
代
よ
り
前
の
栃
木
市
の
歴
史
を
発
信
す
る

現
在
の
栃
木
市
は
、
栃
木
地
域
中
心
部
の
「
蔵
の

街
」
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
市
の
歴
史
に
つ
い
て
も
、
特
に
江
戸

時
代
以
降
が
注
目
さ
れ
が
ち
で
、
そ
れ
よ
り
前
の
歴

史
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
市
の
中
世
の
歴
史
に
つ

い
て
光
を
当
て
、
県
内
外
に
発
信
し
て
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

最優秀賞　『巴波遊覧』野中康弘

優秀賞　『気分上々』久松茂

「とちぎ散歩」は休みました。

栃木ウーヴァFCの
応援に行こう！

栃木市を本拠地として活動する「栃木ウーヴァ FC」
は、JFL（日本フットボールリーグ）に所属するサッカー
クラブで、全国各地で熱い戦いを繰り広げています。

市は、本市の魅力を発信するため、栃木ウーヴァ
FCを「栃木市ふるさと大使」に任命し、遠征先など
で市のPR活動等を行っていただいています。

栃木市総合運動公園陸上競技場で開催される今季のホーム戦は、残すところ下記の4試合。
「栃木市からＪリーグへ！」を合言葉に熱戦を繰り広げるウーヴァを、皆さんで応援しましょう！

※この他、県内他市で行われる試合もあります。詳細は栃木ウーヴァFCホームページ
（http://tochigi-uva.com/）をご覧ください。

※ホーム戦にご来場の方で、受付で「広報とちぎを見た！」と言っていた
だいた方に、ウーヴァ特製ステッカーをプレゼントします。（数量限定）

ホーム戦日程
5月8日（日） 13:00 ～ VS 東京武蔵野シティFC
6月5日（日） 13:00 ～ VS ホンダロックSC
9月25日（日） 13:00 ～ VS ファジアーノ岡山ネクスト
11月6日（日） 13:00 ～ VS FC大阪

◇場　所
栃木市総合運動公園陸上競技場

◇入場料
大人：1,000円
高校生以下：年間会員登録により無料

優秀賞　『うずまの舟旅』木名瀬光政

優秀賞　『桜まつり』白石恵子

市
で
は
、
こ
の
た
び
歴
史
分
野
の
新
た
な

文
化
大
使
と
し
て
、
江
田
郁
夫
氏
に
『
栃
木

市
文
化
大
使
』
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

『
栃
木
市
文
化
大
使
』
は
、
市
の
文
人
、

墨
客
や
、
歴
史
、
文
化
遺
産
等
に
つ
い
て
造

詣
が
深
く
、
本
市
と
縁
の
あ
る
方
に
委
嘱
す

る
も
の
で
、
各
種
講
師
を
は
じ
め
市
文
化
振

興
事
業
の
際
に
支
援
、
協
力
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
市
内
の
文
化
遺
産
や
文
化
活
動
に
対

し
て
の
助
言
や
指
導
を
す
る
と
い
う
役
割
を

担
い
ま
す
。
市
で
は
こ
れ
ま
で
7
人
の
方
に

委
嘱
し
て
お
り
、
江
田
氏
が
8
人
目
の
文
化

大
使
と
な
り
ま
す
。

今
後
、
さ
ら
に
大
使
の
皆
さ
ん
と
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
本
市
の
文
化
面
の
魅
力
を

市
内
外
に
情
報
発
信
す
る
と
と
も
に
市
に
お

け
る
文
化
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
問
合
先
　
■本
文
化
課
☎

（21）
2
4
9
5

ゆ
か
り
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市内各地のイベント情報は、
市ホームページの
イベントカレンダーへ。
http://bit.ly/event_c

健康ハイキング

防
災
教
室
を
初
開
催

2
月
21
日
、
都
賀
公
民
館
で
、

都
賀
地
域
自
治
会
連
合
会
主
催
の

防
災
教
室
が
開
か
れ
、
都
賀
地
域

の
自
治
会
か
ら
約
60
人
の
皆
さ
ん

が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、自
治
会
の
防
災

意
識
の
強
化
と
、地
域
の
人
々
が

自
発
的
に
防
災
活
動
を
行
う
自
主

防
災
組
織
設
立
の
促
進
を
目
的
に

都
賀
地
域
で
は
初
め
て
開
催
さ
れ

た
も
の
で
、参
加

者
は
災
害
時
の

炊
飯
方
法
や
、

起
震
車
、煙
テ

ン
ト
、初
期
消

火
な
ど
を
体
験

し
ま
し
た
。

3月2日、大平図書 館で
「TOCHICOサロン」が行わ
れました。このサロンは、
大平図書館とボランティア団
体「TOCHICO日 和」が 協
力し、子育てママが集まっ
て子育てや地域の情報を共
有できる場を作ろうと、今年の
１月から始まった活動です。育
児書コーナーや授乳スペースも
設置され、参加者は楽しい時
間を過ごしていました。

誰
よ
り
も
速
く

子育てママのための
「TOCHICOサロン」

は
ー
と
ら
ん
ど
保
育
園
完
成

3
月
18
日
、
藤
岡
地
域
の
4
保
育
園
を
統
合
し
た
「
藤
岡
は
ー

と
ら
ん
ど
保
育
園
」の
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。竣
工
式
で
は
、

三
鴨
、
部
屋
、
藤
岡
保
育
園
の
園
児
の
皆
さ
ん
が
、
保
育
園
の

開
設
に
携
わ
っ
た
方
々
へ
の
お
礼
の
歌
を
披
露
し
、
完
成
を
祝

い
ま
し
た
。

藤
岡
は
ー
と
ら
ん
ど
保
育

園
は
、
4
月
1
日
か
ら
開
園

し
て
い
ま
す
。

ニ ュ ー ス

地
域
の

話題
を写真で紹介！

市内各地から、楽しい話題が届きました！

3
月
6
日
、
第
41
回

栃
木
市
岩
舟
駅
伝
競
走

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
総
合
優
勝
を
果
た

し
た
チ
ー
ム
は
、
大
会

記
録
に
わ
ず
か
1
秒
差

に
迫
る
好
タ
イ
ム
を
記

録
。
参
加
者
は
皆
、
気

持
ち
の
良
い
汗
を
流
し

て
い
ま
し
た
。

総
合
優
勝

　S
U
B
A
R
U
．R
C

第
二
位
　安
達
R
C

第
三
位
　白
鷗
大
学

3月5日、東武鉄道㈱主催の「東
武健康ハイキング」が、開催され
ました。

金崎の小倉橋付近の河川敷をス
タートした約二千人の参加者たち
は、西方ふれあいパークで観光協
会によるお味噌汁のサービスを受け
たり、地元の農家でイチゴの食べ比
べをしたりと、早春の西方地域を満
喫しながら、道の駅にしかたまでの
約10㎞の行程を楽しみました。

大光寺橋開通
老朽化に伴い架け替え工

事が行われていた、市の東
部の主要地方道栃木二宮線

「大光寺橋」が開通し、3月
12日に開通式が行われまし
た。当日は国府南小学校に
よる国庁太鼓や東陽中学校
のブラスバンド部がお祝いの
演奏を披露し、式典に華を
添えました。

▲とち介も子どもたちと一緒にお祝い

▲ 東武鉄道も望めるハイキングコース

▲トップを目指して
　一斉にスタート！

▲

お
ひ
な
さ
ま
工
作
の
様
子

▲

素
敵
な
フ
ル
ー
ト
の
演
奏
を

　聴
き
ま
し
た

▲

真
新
し
い
園
舎

▲

お
礼
の
歌
を
披
露
す
る

　園
児
の
皆
さ
ん

▲ 災害時の炊飯体験

▲ 水消火器による消火体験
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